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1●地域のひろば

特集：電源地域のサクセスストーリー

一 県 一 漁 協 の 挑 戦

九　
州　
東　
部　
に　
位　
置　
す　
る　
大　
分　
県　

は　
、　面　
積　
約　
六　
千　
三　
百　
三　
十　
七　
平　

方

、
五
十
四
（
平
成
十
七
年

一　
月　
一　
日　
現　
在　
）　
の　
市　
町　
村　
で　
成　

り　
立　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
県　
内　
に　
は　
九　

州　
電　
力　（　
株　
）　の　
大　
分　
発　
電　
所　
（　
五　

十　
万　

）　や　
新　
大　
分　
発　
電　
所　
（　
二　

百　
二　
十　
九　
万　
五　
千　

）　の　
ほ　
か　
多　

数　
の　
水　
力　
発　
電　
所　
が　
あ　
り　
、　電　
力　
の　

安　
定　
供　
給　
に　
貢　
献　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　県　

内　
の　
海　
岸　
線　
は　
全　
国　
十　
三　
位　
と　
な　

る
七
百
五
十
九

に
お
よ
び
、

日　
本　
三　
大　
干　
潟　
の　
一　
つ　
豊　
前　
海　
か　

ら　
リ　
ア　
ス　
式　
海　
岸　
の　
豊　
後　
水　
道　
ま　

で　
、　
変　
化　
に　
富　
ん　
だ　
地　
形　
に　
恵　
ま　

れ
て
い
ま
す
。

県　
内　
で　
は　
旧　
佐　
賀　
関　
町　（　
現　
大　
分　

市　
）　の　「　
関　
あ　
じ　
・　
関　
さ　
ば　
」　
が　
全　
国　

的　
に　
有　
名　
で　
す　
。　
そ　
の　
ほ　
か　
に　
も　
各　

地　
で　
特　
色　
あ　
る　
漁　
業　
が　
行　
わ　
れ　
て　
い　

ま　
す　
が　
、　
全　
体　
に　
多　
品　
種　
・　
少　
量　
を　

特　
徴　
と　
し　
、　
価　
格　
帯　
で　
分　
類　
す　
る　
と　

中　
・　
高　
級　
魚　
が　
中　
心　
で　
す　
。　
昭　
和　
五　

十　
年　
代　
に　
は　
、　
捕　
る　
漁　
業　
か　
ら　
育　
て　

る　
漁　
業　
へ　
の　
転　
換　
を　
指　
向　
し　
た　
「　
海　

洋　
牧　
場　
構　
想　
」　
を　
掲　
げ　
て　
「　
音お

ん

響
き
ょ
う

馴
じ
ゅ
ん

致　ち
（　
※　
）　」　
と　
い　
う　
漁　
法　
に　
取　
り　

組　
み　
、　
全　
国　
初　
の　「　
資　
源　
管　
理　
漁　
業　
」　

と
し　
て
注
目
を
集
め
ま
し
た
。　

平　
成　
十　
四　
年　
四　
月　
、　
大　
分　
県　
漁　
業　

協　
同　
組　
合　
は　
県　
内　
二　
十　
七　
漁　
協　
の　

合　
併　
に　
よ　
り　
新　
た　
に　
ス　
タ　
ー　
ト　
し　
ま　

し　
た　
。　
平　
成　
十　
六　
年　
九　
月　
に　
は　
遅　
れ　

て　
い　
た　
県　
信　
用　
漁　
業　
協　
同　
組　
合　
連　
合　

会　
（　
以　
下　
信　
漁　
連　
・　
為　
替　
業　
務　
な　

ど　
信　
用　
部　
門　
の　
一　
部　
）　の　
合　
併　
も　
完　

了　
し　
、　
総　
合　
事　
業　
体　
と　
し　
て　
は　
全　
国　

初　
の　
県　
一　
漁　
協　
が　
誕　
生　
し　
ま　
し　
た　
。　

そ　
の　
背　
景　
に　
は　
、　
組　
合　
員　
の　
減　
少　
や　

高　
齢　
化　
の　
進　
行　
に　
よ　
る　
、　
将　
来　
の　
事　

業　
利　
益　
の　
減　
少　
が　
懸　
念　
さ　
れ　
た　
こ　
と　

が　
あ　
り　
ま　
し　
た　
。　
合　
併　
せ　
ず　
従　
来　
の　

体　
制　
を　
維　
持　
し　
た　
場　
合　
、　
組　
合　
員　
の　

負　
担　
は　
将　
来　
六　
倍　
に　
も　
な　
る　
と　
試　
算　

さ　
れ　
た　
の　
で　
す　
。　
ま　
た　
、　
国　
や　
県　
な　
ど　

の　
行　
政　
機　
関　
は　
、　
一　
定　
規　
模　
以　
上　
の　

漁　
協　
に　
施　
策　
を　
集　
中　
す　
る　「　
認　
定　
漁　

協　
制　
度　
」　や　
、　「　
信　
用　
事　
業　
の　
実　
施　
要　

件　
」　に　
事　
業　
規　
模　
を　
加　
え　
る　
な　
ど　
の　

新
し　
い　
方
針
を　
打
ち
出
し　
て　
い　
ま
す　
。　

こ　
の　
よ　
う　
な　
状　
況　
の　
も　
と　
、　
多　
様　

化　
す　
る　
組　
合　
員　
の　
ニ　
ー　
ズ　
に　
総　
合　
的　

に　
応　
え　
、　
経　
営　
環　
境　
の　
変　
化　
や　
他　
業　

態　
と　
の　
競　
争　
激　
化　
に　
も　
柔　
軟　
に　
対　

応　
す　
る　
た　
め　
に　
は　
、　
組　
織　
体　
系　
を　
抜　

本　
的　
に　
改　
革　
す　
る　
必　
要　
が　
あ　
り　
ま　

し　
た　
。　
こ　
こ　
で　
は　
、　
県　
内　
一　
漁　
協　
の　

実　
現　
を　
通　
じ　
て　
地　
域　
漁　
業　
振　
興　
に　

取　
り　
組　
む　
大　
分　
県　
と　
大　
分　
県　
漁　
協　

を
取
り
上
げ
ま
す　
。　

メ　
ー　

ト　
ル　

キ
ロ

ワ　
ッ　

ト　

キ
ロ

ワ　
ッ　

ト　

キ
ロ

メ　
ー　

ト　
ル　

キ
ロ

お問い合わせ先

大分県漁業協同組合
〒870-0021 

大分県大分市府内町3-5-7

T EL 097-532-6611

FAX 097-537-2045

URL http://www.JF-oita.or.jp
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特集：電源地域のサクセスストーリー

一県一漁協の挑戦
大分県漁業協同組合

海域特性を生かしたブランド魚の創出
―大分県の漁村づくり―

できるところから取り組む！

合併は挑戦の第一歩

魚好き集まれ！ 漁協直営の「魚屋さん」
―おさかなランドわさだ店・アクロス店―

水産業の変革を担う漁協の皆さんへ
■DATA PAL

大分県
FOCUS 政策・制度

原材料から最終製品まで、全過程を通じた衛生管理手法

HACCP（危害分析重要管理点）

消費者に安全な魚を届けたい

魚津漁協の高度衛生管理への取り組み
富山県魚津市魚津漁業協同組合

情報クリップ

生まれ変わった電源三法交付金制度

「電気のふるさとじまん市」を開催
新潟県糸魚川市の「えご」が「じまん市大賞」を受賞

平成16年度　電源立地促進功労者表彰
ふるさとじまん（福島県 会津本郷町／兵庫県 波賀

は が

町）
「電源市町村トップセミナー」「特産品開発」に関する研究会を幕張で開催
「電気のふるさとじまん市 名古屋」開催のお知らせ

「地域のひろば」は、電気のふるさとの“まちづくり”を応援する情報誌です。

表紙イラスト・相原健二

※　

音
響
給
餌
ブ　
イ　
で　
音　
を　
流　
し　
て　
餌　
を　
与　
え　
、　

条
件
反
射　
に　
よ　
っ　
て　
魚　
を　
集　
め　
る　
漁
法
。



3●地域のひろば 地域のひろば ●2

大分県漁業協同組合 一県一漁協の挑戦

大　
分　
県　
内　
に　
お　
け　
る　
平　
成　
十　
四　

年　
の　
海　
面　
漁　
業　
生　
産　
量　
は　
約　
四　
万　

八
千

、　
生
産
額
は
約
二
百
五
十

億　
円　
で　
す　
。　
大　
分　
の　
漁　
業　
は　「　
多　
品　

種　
・　
少　
量　
」　
が　
特　
徴　
で　
、　
生　
産　
量　
で　

は　
全　
国　
二　
十　
三　
位　
で　
あ　
る　
の　
に　
対　

し　
、　
生　
産　
額　
は　
十　
二　
位　
前　
後　
と　
中　
・　

高　
級　
魚　
が　
多　
い　
こ　
と　
が　
分　
か　
り　
ま　

す　
。　
ま　
た　
、　
海　
面　
漁　
業　
生　
産　
量　
で　
全　

国　
ベ　
ス　
ト　
テ　
ン　
に　
入　
る　
魚　
種　

が　
二　
十　
一　
種　
類　
、　
五　
位　
以　
内　

も　
十　
一　
種　
類　
に　
上　
り　
（　
表　

1  
）　、　
中　
で　
も　
ボ　
ラ　
類　
と　
車　

エ　
ビ　
の　
生　
産　
量　
は　
全　
国　
ト　
ッ　

プ
を
誇　
っ　
て　
い　
ま
す　
。　

全　
国　
の　
地　
域　
づ　
く　
り　
運　

動　
の　
代　
名　
詞　
と　
も　
い　
え　
る　

「　
一　
村　
一　
品　
運　
動　
」　
の　
成　
功　

を　
漁　
業　
振　
興　
に　
も　
生　
か　
そ　

う　
と　
、　
大　
分　
県　
で　
は　
「　
一　
村　

一　
魚　
運　
動　
」　
を　
推　
進　
し　
て　
き　

ま　
し　
た　
。　
平　
成　
十　
二　
年　
度　

に　
「　
豊　

お
お
い
たの　

魚　いお
一　
村　
一　
魚　
」　
と　
し　
て　
、　

県　
内　
四　
十　
一　
市　
町　
村　
か　
ら　
七　
十　
八　

種　
類　
の　
魚　
介　
類　
や　
そ　
の　
加　
工　
品　
を　

選　
定　
し　
ま　
し　
た　（　
右　
図　
）　。　
平　
成　
十　

三　
年　
度　
に　
は　「　
豊　
の　
魚　
一　
村　
一　
魚　
フ　

ェ　
ア　
ー　
」　
を　
開　
催　
し　
、　
一　
村　
一　
魚　
を　

利　
用　
し　
た　
新　
メ　
ニ　
ュ　
ー　
の　
試　
食　
会　
な　

ど　
も　
行　
い　
ま　
し　
た　
。　
さ　
ら　
に　
平　
成　
十　

四　
年　
度　
に　
は　
「　
跳　
ね　
る　
大　
分　
！　
一　
村　

一　
魚　
」　の　
キ　
ャ　
ッ　
チ　
フ　
レ　
ー　
ズ　
や　
シ　

ン　
ボ　
ル　
マ　
ー　
ク　
の　
制　
定　
な　
ど　
も　
行　
っ　

て　
い　
ま　
す　
。　
現　
在　
は　
、　
こ　
う　
し　
た　
取　

り　
組　
み　
を　
発　
展　
さ　
せ　
、　
全　
国　
・　
世　
界　

に　
通　
用　
す　
る　
ブ　
ラ　
ン　
ド　
産　
品　
づ　
く　

り
に
挑
戦
し　
て　
い　
ま
す　
。　

ト
ン

大
分
県　
で　
は　
、　
多
種
多
様
な　
水
産
資
源　
に　
恵　
ま　
れ　
た　
海
域
特
性
を　
有
効
活
用　
し　
、　

水
産
資
源　
と　
環
境
を　
守　
り
育　
て　
る　
こ　
と　
に　
重
点
を　
置　
い　
た　
行
政
施
策
を　
展
開　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

そ　
の　
根
底　
に　
あ　
る　
目
的　
は　
、　

「
豊　
か　
な　
水
産
物
を　
提
供　
す　
る　
水
産
業　
の　
実
現
」　と　
「
活
力　
あ　
る　
漁
村
づ　
く　
り
」　で　
す　
。　

県　
が　
目
指　
す
漁
業
振
興　
の　
特
徴　
に　
つ　
い　
て　
、　
大
分
県
農
林
水
産
部
漁
業
管
理
課　
の　

壽
久
文
課
長
補
佐　
と　
大
石
隆
史
主
任　
に　
伺　
い　
ま　
し　
た　
。　

生
産
の
中
心
は
中　
・　
高
級
魚

ボ
ラ
類
と
車　
エ　
ビ
は
全
国
一

特集：電源地域のサクセスストーリー

県　
で　
は　
、　
漁　
業　
振　
興　
を　
推　
進　
す　

る　
に　
あ　
た　
り　
、　
次　
の　
施　
策　
に　
重　
点　

を
置
い
て
い
ま
す
。

県　
内　
各　
地　
で　
開　
催　
す　
る　
消　
費　
者　

へ　
の　
直　
接　
販　
売　
や　
料　
理　
講　
習　
会　
の　

ほ　
か　
、　
水　
産　
資　
源　
と　
食　
生　
活　
の　
つ　

な　
が　
り　
を　
深　
め　
る　
「　
大　
分　
県　
水　
産　

振　
興　
祭　
」　
な　
ど　
を　
通　
じ　
、　
水　
産　
物　

の　
消　
費　
拡　
大　
を　
推　
進　
し　
て　
い　
ま　
す　

（　
水　
産　
お　
お　
い　
た　
地　
産　
地　
消　
支　
援　
事　

業　
）　。　
ま　
た　
、　
漁　
協　
直　
営　
店　
で　
の　
地　

産　
地　
消　
フ　
ェ　
ア　
ー　
の　
開　
催　
や　
、　「　
豊　とよ

の　
活　いき
ぶ　
り　
」　
を　
中　
心　
と　
し　
た　
「　
一　

村　
一　
魚　
」　
選　
定　
品　
の　
学　
校　
給　
食　
へ　

の
導
入
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

市　
場　
ニ　
ー　
ズ　
に　
的　
確　
に　
対　
応　
で　

き　
る　
流　
通　
加　
工　
体　
制　
の　
確　
立　
を　
目　

指　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　
水　
産　
物　
の　
販　
売　

戦　
略　
を　
検　
討　
す　
る　
協　
議　
会　
の　
開　
催　

や　
、　
共　
同　
・　
広　
域　
出　
荷　
体　
制　
の　
確　

立　
、　
零　
細　
な　
産　
地　
市　
場　
の　
統　
廃　
合　

の　
促　
進　
な　
ど　
を　
通　
じ　
て　
、　
県　
内　
の　

水　
産　
業　
に　
お　
け　
る　
流　
通　
機　
能　
の　
強　

化　
を　
進　
め　
て　
い　
ま　
す　
（　
水　
産　
お　
お　

い
た
流
通
加
工
強
化
事
業
）。

昭　
和　
六　
十　
三　
年　
か　
ら　
、　「　
関　
あ　

じ　
・　
関　
さ　
ば　
」　
に　
匹　
敵　
す　
る　
全　
国　

区　
の　
ブ　
ラ　
ン　
ド　
魚　
を　
目　
指　
し　
て　
、　

ブ　
ラ　
ン　
ド　
化　
関　
連　
事　
業　
に　
取　
り　
組　

ん　
で　
い　
ま　
す　
。　
最　
近　
で　
は　
「　
豊　
の　

活　
ぶ　
り　
」　「　
豊
幸

と
よ
さ
ち

が　
に　
」　「　
岬　
が　
ざ　

み　
」　「　
く　
に　
さ　
き　
銀　
た　
ち　
（　
太　
刀　
魚　
）　」　

な　
ど　
が　
新　
た　
な　
地　
域　
ブ　
ラ　
ン　
ド　
と　

し
て
立
ち
上
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

漁　
業　
後　
継　
者　
の　
確　
保　
や　
育　
成　
を　

目　
的　
と　
す　
る　
「　
豊　とよ
の　
浜　はま
塾じ

ゅ
く

」　
を　
設　

置　
、　
運　
営　
し　
て　
い　
ま　
す　
（　
コ　
ラ　
ム　

参　
照　
）　。　
ま　
た　
、　
小　
中　
学　
生　
を　
対　
象　

と　
し　
た　
体　
験　
漁　
業　
教　
室　
の　
開　
催　
や　

海　
洋　
科　
学　
高　
校　
生　
を　
対　
象　
と　
し　
た　

現　
地　
交　
流　
研　
修　
の　
実　
施　
な　
ど　
を　
通　

じ　
、　
将　
来　
の　
漁　
業　
就　
業　
候　
補　
者　
に　

対　
す　
る　
啓　
発　
に　
努　
め　
て　
い　
ま　
す　

（　
漁　
業　
担　
い　
手　
確　
保　
育　
成　
活　
用　
事　

業
）。昭　

和　
五　
十　
年　
代　
に　
掲　
げ　
た　
海　
洋　

牧　
場　
構　
想　
の　
効　
果　
も　
あ　
り　
、　
県　
内　
で　

は　
資　
源　
管　
理　
漁　
業　
に　
対　
す　
る　
意　

欲　
・　
意　
識　
が　
高　
く　
、　
県　
も　
積　
極　
的　
に　

支　
援　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　
特　
に　
、　
豊　
後　
水　

道　
南　
部　
地　
域　
に　
お　
け　
る　
養　
殖　
ブ　
リ　

は　
全　
国　
第　
六　
位　
の　
生　
産　
量　
に　
成　
長　

し　
、　「　
豊　
の　
活　
ぶ　
り　
」　
と　
し　
て　
ブ　
ラ　
ン　

ド　
化　
も　
進　
み　
つ　
つ　
あ　
り　
ま　
す　
（　
水　
産　

お　
お　
い　
た　
豊　
の　
活　
ぶ　
り　
支　
援　
事　
業　
）　。　

平　
成　
十　
四　
年　
四　
月　
の　
県　
内　
一　
漁　

協　
発　
足　
に　
向　
け　
て　
、　
県　
が　
実　
施　
し　

た　
合　
併　
時　
の　
特　
別　
支　
援　
な　
ど　
に　
よ　

っ　
て　
、　
漁　
協　
の　
信　
用　
事　
業　
部　
門　
は　

安　
定　
し　
、　
経　
営　
基　
盤　
も　
強　
化　
さ　
れ　

ま　
し　
た　
。　
ま　
た　
、　
県　
漁　
連　
や　
県　
信　

漁　
連　
が　
担　
っ　
て　
い　
た　
幅　
広　
い　
機　
能　

を　
包　
括　
的　
に　
継　
承　
し　
た　
こ　
と　
に　
よ　

っ　
て　
、　
職　
員　
の　
柔　
軟　
な　
配　
置　
が　
可　

能　
と　
な　
り　
、　
不　
良　
債　
権　
の　
発　
生　
防　

止　
や　
債　
権　
の　
管　
理　
・　
回　
収　
等　
に　
関　

す　
る　
管　
理　
体　
制　
も　
強　
化　
さ　
れ　
て　
い　

ま
す
。

現　
在　
、　
県　
で　
は　
漁　
協　
の　
販　
売　
力　

強　
化　
を　
支　
援　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　
全　
業　

務　
の　
一　
元　
管　
理　
に　
よ　
っ　
て　
効　
率　
化　

を　
図　
る　
「　
漁　
協　
統　
一　
電　
算　
シ　
ス　
テ　

ム　
」　
の　
ソ　
フ　
ト　
ウ　
ェ　
ア　
導　
入　
経　
費　

（　
表　
2  
）　（　
大　
分　
県　
漁　
協　
販　
売　
力　
強　

化　
推　
進　
事　
業　
）　
の　
ほ　
か　
、　
共　
同　
集　

出　
荷　
シ　
ス　
テ　
ム　
の　
構　
築　
な　
ど　
に　
も　

補　
助　
を　
行　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
新　
し　
い　

事　
業　
体　
系　
の　
構　
築　
に　
よ　
っ　
て　
、　
マ　

ン　
パ　
ワ　
ー　
を　
販　
売　
力　
増　
強　
に　
集　
中　

で　
き　
る　
よ　
う　
、　
今　
後　
も　
支　
援　
を　
続　

け
る
予
定
で
す
。

県　
内　
一　
漁　
協　
の　
誕　
生　
に　
よ　
っ　
て　
、　

県　
と　
漁　
協　
が　
一　
体　
と　
な　
っ　
て　
漁　
業　

振　
興　
に　
取　
り　
組　
む　
体　
制　
が　
整　
い　
ま　

し　
た　
。　
今　
後　
は　
、　
漁　
協　
が　
自　
ら　
策　

定　
し　
た　
「　
大　
分　
県　
漁　
協　
組　
織　
・　
事　

業　
改　
善　
プ　
ロ　
グ　
ラ　
ム　
」　
に　
沿　
っ　
て　
、　

事　
務　
・　
事　
業　
の　
統　
一　
化　
や　
経　
費　
の　

削　
減　
、　
職　
員　
の　
効　
率　
的　
配　
置　
、　
施　

設　
の　
統　
廃　
合　
な　
ど　
を　
確　
実　
に　
実　
行　

し　
、　
合　
併　
の　
メ　
リ　
ッ　
ト　
を　
販　
売　
や　

購　
買　
等　
の　
事　
業　
強　
化　
に　
結　
び　
つ　
け　

る　
こ　
と　
が　
重　
要　
で　
す　
。　
県　
で　
は　
、　

こ　
う　
し　
た　
取　
り　
組　
み　
を　
支　
援　
し　
、　

漁　
協　
と　
と　
も　
に　
大　
分　
県　
の　
漁　
業　
振　

興
を
推
進
す
る
計
画
で
す
。

大分県農林水産部漁業管理課　課長補佐

壽
ことぶき

久文
ひ さ ふ み

さん

大分県農林水産部　漁業管理課
〒870-8501 大分県大分市大手町3-1-1 T EL 097-536-1111 FAX 097-532-0442

お 問 い
合わせ先

表1 海面漁業生産量全国ベスト魚種

資料提供：大分県（平成16年現在）

海
域
特
性
を
生
か
し
た

ブ
ラ
ン
ド
魚
の
創
出

大
分
県
の
漁
村
づ
く
り

表2 漁協統一電算システムに関する助成

施
策

1
地
産
地
消
の
推
進

施
策

2
流
通
販
売
体
制
の　
強
化

施
策

3
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進

施
策

4
担　
い　
手　
の　
確
保
・　
育
成　

施
策

5
資
源
管
理
漁
業　
の　
推
進

豊
か
な
水
産
物　
の
提
供
と

活
力
あ
る
漁
村
づ　
く
り　
に
向
け　
て

県
内
一
漁
協
の
誕
生
で

強
化
さ
れ
た
県
と　
の
連
携

コラム

2 1世紀の漁業者を育てる

「豊の浜塾」
「豊の浜塾」は、漁業後継者の確保と若手

漁業者の資質の向上を目的に、平成1 4年度

から設置、運営しています。塾長には大学教

授を迎え、各種講義や現地研修などを通じ

て、2 1世紀の水産業を担う広い視野と優れ

た経営感覚を持った漁業者の育成に力を入れ

ています。

豊の浜塾の概要
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大分県漁業協同組合 一県一漁協の挑戦

当　
初　
、　
県　
と　
県　
内　
系　
統　
組　
織　（　
県　

漁　
連　
、　
県　
信　
漁　
連　
、　
地　
区　
漁　
連　
、　
お　

よ　
び　
二　
十　
七　
沿　
海　
漁　
協　
）　で　
は　
、　
県　

内　
を　
八　
つ　
の　
自　
立　
漁　
協　
に　
ま　
と　
め　
、　

そ　
の　
実　
現　
後　
に　
一　
県　
一　
漁　
協　
を　
目　

指　
す　
方　
針　
を　
定　
め　
、　
平　
成　
十　
年　
に　

「　
大　
分　
県　
漁　
協　
経　
営　
強　
化　
基　
本　
方　

針　
」　
を　
策　
定　
し　
ま　
し　
た　
。　
新　
川　
さ　
ん　

は　
、　
そ　
の　
後　
の　
動　
き　
を　
次　
の　
よ　
う　
に　

説
明
し
ま
す　
。　

「　
漁　
協　
間　
の　
財　
務　
状　
況　
の　
格　
差　
や　
、　

隣　
接　
漁　
協　
と　
の　
感　
情　
的　
な　
対　
立　
な　

ど　
が　
原　
因　
で　
、　
八　
漁　
協　
へ　
の　
合　
併　

は　
遅　
れ　
て　
い　
ま　
し　
た　
。　
一　
方　
で　
、　

漁　
協　
を　
取　
り　
巻　
く　
環　
境　
の　
変　
化　
は　

予　
想　
以　
上　
に　
激　
し　
く　
、　
八　
漁　
協　
構　

想　
を　
経　
て　
い　
て　
は　
追　
い　
つ　
け　
な　
い　

こ　
と　
も　
分　
か　
っ　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　
そ　

こ　
で　
、　
平　
成　
十　
二　
年　
に　
大　
分　
県　
漁　

協　
合　
併　
推　
進　
室　
を　
発　
足　
さ　
せ　
て　
調　

査　
・　
検　
討　
を　
重　
ね　
、　
そ　
の　
年　
の　
組　

合　
長　
会　
議　
で　
、　
平　
成　
十　
四　
年　
の　
大　

分　
県　
単　
一　
漁　
協　
の　
完　
成　
を　
目　
指　
す　

こ
と
を
決
定
し
た
の
で
す
」

合　
併　
推　
進　
室　
が　
ま　
と　
め　
た　
一　
県　

一　
漁　
協　
の　
新　
体　
制　
が　
必　
要　
な　
背　
景　

に　
は　
、　
次　
の　
よ　
う　
な　
要　
因　
が　
あ　
り　

ま
し
た
。

平　
成　
元　
年　
度　
に　
は　
五　
十　
〜　
五　
十　

九　
歳　
が　
最　
も　
多　
か　
っ　
た　
正　
組　
合　
員　
の　

構　
成　
は　
、　
年　
月　
の　
経　
過　
と　
と　
も　
に　
一　

層　
の　
高　
齢　
化　
が　
進　
み　
、　
平　
成　
二　
十　
一　

年　
度　
に　
は　
六　
十　
歳　
以　
上　
の　
高　
齢　
者　

が　
約　
六　
割　
と　
予　
想　
さ　
れ　
ま　
す　
。　
正　
組　

合　
員　
も　
四　
割　
近　
く　
減　
少　
し　
、　
特　
に　
六　

十　
歳　
未　
満　
は　
わ　
ず　
か　
千　
七　
百　
人　
ほ　

ど
と
な
る
見
込
み　
で
す　
。　

正　
組　
合　
員　
の　
減　
少　
に　
伴　
い　
、　
事　

業　
総　
利　
益　
も　
減　
少　
し　
、　
そ　
の　
結　
果　
、　

合　
併　
せ　
ず　
現　
在　
の　
体　
制　
を　
維　
持　
し　

た　
場　
合　
、　
各　
組　
合　
員　
の　
負　
担　
は　
平　

成　
二　
十　
一　
年　
度　
で　
平　
成　
十　
三　
年　
度　

の　
約　
六　
倍　
に　
も　
な　
る　
と　
試　
算　
さ　
れ　

ま
す
。

国　
や　
県　
な　
ど　
の　
行　
政　
機　
関　
は　
、　

一　
定　
規　
模　
以　
上　
の　
漁　
協　
に　
施　
策　
を　

集　
中　
す　
る　
「　
認　
定　
漁　
協　
制　
度　
」　（　
※　

1  
）　
を　
設　
け　
て　
い　
ま　
す　
。　
こ　
の　
制　

度　
の　
認　
定　
期　
限　
が　
平　
成　
十　
七　
年　
度　

末
に
迫
っ
て
い
ま
す
。

ペ　
イ　
オ　
フ　
解　
禁　
を　
前　
提　
と　
し　
た　

金　
融　
規　
制　
の　
一　
環　
と　
し　
て　
「　
信　
用　

事　
業　
実　
施　
要　
件　
」　（　
※　
2  
）　
が　
定　
め　

ら　
れ　
ま　
す　
。　
こ　
の　
要　
件　
を　
満　
た　
す　

こ　
と　
が　
で　
き　
ず　
、　
漁　
協　
と　
し　
て　
信　

用　
事　
業　
が　
継　
続　
で　
き　
な　
く　
な　
る　
と　
、　

運　
転　
資　
金　
の　
調　
達　
が　
困　
難　
に　
な　
り　

ま
す
。

図　
1  
は　
、　
左　
が　
平　
成　
十　
四　
年　
度　

の　
財　
政　
状　
態　
、　
右　
が　
合　
併　
し　
な　
い　

場　
合　
に　
将　
来　
予　
想　
さ　
れ　
る　
財　
政　
状　

態　
を　
示　
す　
バ　
ラ　
ン　
ス　
シ　
ー　
ト　
で　
す　
。　

新
川
さ
ん
が
説
明
し
ま
す
。

「　
組　
合　
員　
の　
減　
少　
に　
伴　
い　
出　
資　
金　

も　
減　
少　
し　
（　
図　
の　
黄　
色　
部　
分　
）　、　
各　

種　
事　
業　
に　
つ　
い　
て　
も　
資　
産　
、　
負　
債　

と　
も　
に　
減　
少　
し　
ま　
す　
（　
図　
の　
ピ　
ン　

ク　
色　
部　
分　
）　。　
し　
か　
し　
、　
固　
定　
資　
産　

に　
つ　
い　
て　
は　
老　
朽　
化　
に　
伴　
う　
維　

持　
・　
管　
理　
費　
や　
、　
建　
て　
替　
え　
に　
伴　

う　
新　
設　
費　
用　
等　
が　
増　
加　
す　
る　
た　
め　
、　

当　
分　
は　
減　
少　
し　
ま　
せ　
ん　
（　
図　
の　
水　

色　
部　
分　
）　。　
そ　
の　
結　
果　
、　
自　
己　
資　
本　

部　
分　
で　
従　
来　
見　
込　
め　
た　
剰　
余　
金　

（　
図　
の　
緑　
色　
部　
分　
）　
が　
な　
く　
な　
る　
ば　

か　
り　
か　
不　
足　
金　
（　
図　
の　
赤　
色　
部　
分　
）　

が　
発　
生　
し　
、　
組　
合　
員　
の　
負　
担　
増　
に　

つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
す
」

漁　
協　
間　
の　
財　
務　
状　
況　
の　
格　
差　
は　

依　
然　
と　
し　
て　
問　
題　
で　
し　
た　
が　
、　
県　

内　
の　
漁　
協　
全　
体　
と　
し　
て　
考　
え　
れ　
ば　
、　

早　
期　
に　
一　
括　
支　
援　
を　
行　
っ　
て　
一　
部　

漁　
協　
の　
繰　
越　
欠　
損　
金　
を　
解　
消　
し　
、　

一　
県　
一　
漁　
協　
を　
実　
現　
す　
る　
こ　
と　
が　

不　
可　
欠　
で　
し　
た　
。　
ま　
た　
、　
資　
源　
管　

理　
体　
制　
の　
強　
化　
に　
よ　
る　
高　
い　
生　
産　

性　
を　
目　
指　
し　
た　
地　
域　
漁　
業　
振　
興　
を　

確　
立　
し　
、　
経　
営　
環　
境　
の　
変　
化　
や　
他　

業　
態　
と　
の　
競　
争　
激　
化　
に　
打　
ち　
勝　
つ　

た　
め　
に　
も　
、　
制　
度　
体　
系　
の　
抜　
本　
的　

な　
改　
革　
が　
必　
要　
だ　
っ　
た　
の　
で　
す　
。　

さ　
ら　
に　
、　
組　
織　
規　
模　
の　
拡　
大　
に　
よ　

っ　
て　
漁　
業　
者　
の　
発　
言　
力　
を　
強　
め　
る　

こ　
と　
や　
、　
県　
内　
の　
経　
営　
資　
源　
（　
人　

材　
、　
施　
設　
、　
資　
金　
）　
の　
効　
率　
的　
な　

再　
配　
置　
に　
よ　
っ　
て　
、　
組　
合　
員　
に　
対　

す　
る　
サ　
ー　
ビ　
ス　
を　
向　
上　
さ　
せ　
る　
こ　

と
も
重
要
で
し
た
。

「　
当　
初　
は　
、　
役　
員　
や　
組　
合　
長　
の　
間　

で　
も　
合　
併　
の　
必　
要　
性　
が　
な　
か　
な　
か　

理　
解　
さ　
れ　
ま　
せ　
ん　
で　
し　
た　
が　
、　
当　

時　
の　
合　
併　
推　
進　
室　
職　
員　
が　
分　
か　
り　

や　
す　
い　
資　
料　
を　
作　
っ　
て　
粘　
り　
強　
く　

説　
得　
し　
た　
結　
果　
、　
最　
終　
的　
に　
は　
賛　

同
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

こ　
う　
し　
て　
「　
大　
分　
県　
一　
漁　
協　
」　

の　
旗　
印　
の　
も　
と　
、　
平　
成　
十　
四　
年　
四　

月　
に　
新　
生　
大　
分　
県　
漁　
協　
が　
誕　
生　
し　

ま　
し　
た　
。　
新　
漁　
協　
は　
「　
組　
合　
員　
所　

得　
の　
向　
上　
」　
を　
メ　
ー　
ン　
テ　
ー　
マ　
に　

掲　
げ　
、　
組　
織　
規　
模　
を　
活　
用　
し　
て　

「　
魚　
を　
増　
や　
し　
、　
魚　
価　
を　
上　
げ　
る　
」　

取
り
組
み
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

「　
漁　
業　
を　
魅　
力　
あ　
る　
職　
業　
と　
し　
、　

組　
織　
の　
基　
盤　
で　
あ　
る　
新　
た　
な　
漁　
業　

者　
を　
育　
成　
す　
る　
こ　
と　
で　
、　
漁　
協　
の　

力　
も　
増　
す　
と　
い　
う　
好　
循　
環　
を　
目　
指　

し
て
い
ま
す
」

大分県漁協は、平成14年4月に県内27漁協が合併し、新たなスタートを切りました。
県信漁連（為替業務など信用部門の一部）の合併は遅れていましたが、
漁協単位での全国銀行協会（全銀協）への加入が認められたことから、

平成16年9月、これらの業務の取り込みも完了し、全国初の本格的な一県一漁協として発足しました。
合併の背景や経緯について、大分県漁業協同組合経営管理部経営管理課の新川哲浩課長に伺いました。

大分県漁業協同組合経営管理部経営管理課　課長

新川
し ん か わ

哲浩
て つ ひ ろ

さん

背
景

1
組
合
員
の
減
少

背
景

2
漁
協
事
業
総
利
益　
の　
減
少

背
景

3
認
定
漁
協
制
度　
の　
導
入

背
景

4
信
用
事
業
実
施
要
件　
の　
導
入

※
1

認
定
漁
協
制
度

平
成
十
三
年
度
に
つ
く
ら
れ
た
国
の
制
度
で
、

組
織
・
事
業
基
盤
の
強
化
を
目
指
し
た
「
基
盤

強
化
計
画
」
を
作
成
し
た
漁
協
を
都
道
府
県
が

認
定
す
る
。
要
件
は
①
指
導
事
業
専
任
職
員
が

い
る
②
販
売
事
業
取
扱
高
が
二
十
億
円
以
上
③

漁
協
の
地
区
が
市
町
村
区
域
以
上
④
資
源
管
理

の
実
践
活
動
の
確
保
。

※
2

信
用
事
業
実
施
要
件

平
成
十
七
年
四
月
の
ペ
イ
オ
フ
全
面
解
禁
に
備

え
、
水
産
業
協
同
組
合
法
の
一
部
改
正
に
伴
い

制
定
さ
れ
た
制
度
。
漁
協
に
お
け
る
信
用
事
業

の
実
施
要
件
は
①
出
資
金
一
億
円
以
上
②
自
己

資
本
比
率
一
〇
％
以
上
③
貯
金
量
が
二
十
億
円

以
上
等
。

段
階
的
な
合
併
か
ら

一
県
一
漁
協
に
方
針
転
換

合併は挑戦の第一歩

図1 大分県漁協の財政状況（貸借対照表）

所
得
向
上
を
テ
ー　
マ　
に

新
生
大
分
県
漁
協
が
誕
生

できるところから取り組む！

合併は挑戦の第一歩
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大分県漁業協同組合 一県一漁協の挑戦

一　
県　
一　
漁　
協　
の　
早　
期　
実　
現　
を　
優　

先　
し　
た　
た　
め　
、　
ど　
う　
し　
て　
も　
準　
備　

期　
間　
が　
短　
く　
な　
り　
、　
合　
併　
し　
て　
な　

お
残
る
課
題
も
あ
り
ま
し
た
。

支　
店　
間　
に　
組　
織　
、　
事　
業　
運　
営　
両　

面　
の　
格　
差　
が　
存　
在　
し　
、　
地　
域　
特　
性　

を　
発　
揮　
す　
る　
事　
業　
展　
開　
や　
事　
業　
の　

高　
位　
平　
準　
化　
が　
思　
っ　
た　
ほ　
ど　
進　
ん　

で
い
ま
せ
ん
。

経　
営　
管　
理　
手　
法　
と　
し　
て　
の　
支　
店　

独　
立　
採　
算　
制　
が　
拡　
大　
解　
釈　
さ　
れ　
て　

し　
ま　
い　
、　
本　
店　
の　
指　
揮　
系　
統　
が　
支　

店　
ま　
で　
浸　
透　
せ　
ず　
、　
事　
業　
推　
進　
や　

事　
務　
処　
理　
の　
面　
で　
各　
支　
店　
ま　
ち　
ま　

ち
の
対
応
が
残
っ
て
い
ま
す
。

混　
乱　
を　
避　
け　
る　
た　
め　
、　
本　
店　
に　

は　
旧　
漁　
連　
職　
員　
を　
、　
支　
店　
に　
は　
旧　

漁　
協　
職　
員　
を　
配　
置　
し　
た　
た　
め　
、　
旧　

組　
織　
の　
意　
識　
か　
ら　
の　
脱　
却　
が　
難　
し　

く　
、　
支　
店　
間　
の　
垣　
根　
意　
識　
も　
払　
し　

ょ
く
し
き
れ
て
い
ま
せ
ん
。

会　
計　
シ　
ス　
テ　
ム　
等　
の　
電　
算　
シ　
ス　

テ　
ム　
が　
未　
整　
備　
の　
た　
め　
、　
間　
接　
部　

門　
の　
コ　
ス　
ト　
が　
一　
時　
的　
に　
増　
加　
し　

て
い
ま
す
。

こ　
う　
し　
た　
問　
題　
の　
解　
決　
に　
向　
け　
、　

大　
分　
県　
漁　
協　
で　
は　
組　
織　
面　
、　
シ　
ス　

テ　
ム　
面　
の　
改　
革　
を　
進　
め　
て　
い　
ま　
す　
。　

組　
織　
面　
で　
は　
、　
単　
一　
組　
織　
と　
し　
て　

の　
指　
揮　
命　
令　
系　
統　
の　
構　
築　
を　
目　
指　

し　
た　
複　
合　
管　
理　
体　
制　
（　
マ　
ト　
リ　
ッ　

ク　
ス　
管　
理　
方　
式　
）　
の　
改　
編　
を　
進　
め　

て　
い　
ま　
す　
（　
図　
2  
）　。　
ま　
た　
、　
支　
店　

単　
位　
で　
は　
な　
く　
海　
区　
別　
の　
事　
業　
管　

理　
体　
制　
へ　
の　
移　
行　
を　
通　
じ　
、　
旧　
漁　

協　
の　
範　
囲　
を　
超　
え　
た　
事　
業　
展　
開　
を　

可　
能　
に　
す　
る　
こ　
と　
も　
検　
討　
中　
で　
す　
。　

さ　
ら　
に　
、　
購　
買　
事　
業　
、　
販　
売　
事　
業　

そ　
れ　
ぞ　
れ　
の　
統　
括　
本　
部　
が　
事　
業　
を　

全　
体　
的　
に　
取　
り　
ま　
と　
め　
、　
統　
一　
的　

に　
事　
業　
を　
推　
進　
で　
き　
る　
体　
制　
の　
確　

立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

シ　
ス　
テ　
ム　
面　
で　
は　
、　
平　
成　
十　
六　
年　

度　
〜　
十　
七　
年　
度　
の　
二　
年　
間　
で　
、　
大　
分　

県　
漁　
協　
統　
一　
電　
算　
シ　
ス　
テ　
ム　
を　
構　
築　

中　
で　
す　（　
図　
3  
）　。　
V  
P  
N  （　
※　
3  
）　や　

グ　
ル　
ー　
プ　
ウ　
エ　
ア　（　
※　
4  
）　の　
採　
用　
に　

よ　
り　
、　
セ　
キ　
ュ　
リ　
テ　
ィ　
ー　
に　
強　
く　
、　
ス　

ム　
ー　
ズ　
な　
情　
報　
共　
有　
が　
可　
能　
に　
な　

る　
し　
く　
み　
を　
目　
指　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　
従　

来　
は　
支　
店　
ご　
と　
に　
異　
な　
っ　
て　
い　
た　
シ　

ス　
テ　
ム　
の　
統　
合　
に　
よ　
っ　
て　
、　
支　
店　
間　

の　
情　
報　
共　
有　
が　
進　
む　
と　
と　
も　
に　
人　

事　
異　
動　
な　
ど　
も　
容　
易　
に　
な　
り　
、　
よ　
り　

幅　
広　
い　
人　
材　
活　
用　
が　
可　
能　
に　
な　
る　

メ　
リ　
ッ　
ト　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　
来　
年　
度　
に　

は　
、　
魚　
種　
ご　
と　
の　
県　
内　
統　
一　
コ　
ー　
ド　

を　
採　
用　
し　
た　
販　
売　
シ　
ス　
テ　
ム　
も　
構　
築　

さ　
れ　
、　
ト　
レ　
ー　
サ　
ビ　
リ　
テ　
ィ　
ー　
の　
確　

保
に
も
一
役
買
う
予
定
で
す　
。　

中　
・　
高　
級　
魚　
を　
多　
く　
扱　
う　
大　
分　

の　
漁　
業　
で　
す　
が　
、　
資　
源　
の　
減　
少　
に　

伴　
う　
漁　
獲　
量　
の　
落　
ち　
込　
み　
や　
、　
国　

内　
の　
景　
気　
動　
向　
に　
よ　
る　
量　
販　
店　
の　

客　
単　
価　
の　
低　
下　
、　
さ　
ら　
に　
低　
価　
格　

の　
輸　
入　
魚　
の　
増　
加　
な　
ど　
に　
よ　
っ　
て　

魚　
価　
は　
頭　
打　
ち　
と　
な　
っ　
て　
お　
り　
、　

漁
業
収
入
も
低
迷
し
て
い
ま
す
。

厳　
し　
い　
状　
況　
下　
で　
漁　
業　
経　
営　
を　

維　
持　
す　
る　
に　
は　
、　
生　
産　
物　
の　
高　
付　
加　

価　
値　
化　
を　
図　
る　
こ　
と　
で　
魚　
価　
を　
向　

上　
さ　
せ　
、　
漁　
業　
収　
入　
の　
拡　
大　
に　
結　
び　

つ　
け　
る　
必　
要　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　
こ　
う　
し　

た　
中　
、　
合　
併　
効　
果　
に　
よ　
っ　
て　
新　
た　
な　

事　
業　
展　
開　
の　
可　
能　
性　
も　
見　
え　
て　
き　

ま
し
た
。　

漁　
協　
全　
体　
の　
人　
材　
、　
施　
設　
、　
資　

金　
、　
情　
報　
を　
一　
元　
管　
理　
で　
き　
る　
よ　

う　
に　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　
県　
内　
各　
地　
域　

の　
支　
店　
の　
連　
携　
が　
ス　
ム　
ー　
ズ　
に　
な　

り　
、　
臨　
機　
応　
変　
な　
人　
事　
異　
動　
や　
人　

的
交
流
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

E  
D  
I  （　
※　
5  
）　推　
進　
に　
よ　
る　
先　
進　

的　
な　
販　
売　
事　
業　
を　
展　
開　
し　
、　
県　
内　
だ　

け　
で　
な　
く　
東　
京　
や　
関　
西　
、　
福　
岡　
な　
ど　

の　
市　
場　
に　
も　
販　
路　
を　
拡　
大　
し　
て　
い　
ま　

す　
。　
流　
通　
面　
で　
は　
、　
支　
店　
間　
で　
重　
複　

し　
て　
い　
る　
物　
流　
の　
一　
本　
化　
を　
検　
討　
中　

で　
す　
。　
ま　
た　
、　
長　
崎　
県　
や　
福　
岡　
県　
の　

漁　
連　
と　
連　
携　
し　
た　
サ　
プ　
ラ　
イ　
チ　
ェ　
ー　

ン　（　
※　
6  
）　の　
構　
築　
も　
進　
め　
て　
い　
ま　
す　
。　

県　
内　
に　
二　
店　
舗　
あ　
る　
「　
お　
さ　
か　

な　
ラ　
ン　
ド　
（　
直　
販　
店　
）　」　
を　
中　
心　
と　

し　
た　
県　
内　
外　
の　
直　
販　
店　
の　
拡　
充　
を　

目　
指　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　
平　
成　
十　
五　
年　

に　
は　
、　「　
銀　
た　
ち　
の　
郷　
」　（　
現　
「　
道　

の　
駅　
く　
に　
さ　
き　
」　
内　
）　
を　
開　
店　
し　

ま
し
た
。

一　
村　
一　
魚　
運　
動　
の　
推　
進　
な　
ど　
を　

通　
じ　
、　
県　
と　
の　
連　
携　
を　
深　
め　
て　
い　
ま　

す　
。　
漁　
協　
全　
体　
の　
意　
見　
を　
集　
約　
し　
て　

県　
に　
伝　
え　
る　
こ　
と　
が　
可　
能　
に　
な　
り　
、　

県　
を　
通　
じ　
て　
水　
産　
庁　
へ　
の　
提　
案　
や　
要　

望
も
伝
え
や
す
く
な
り
ま
し
た
。　

誘　
電　
凍　
結　
（　
※　
7  
）　
と　
い　
う　
新　

し　
い　
冷　
凍　
技　
術　
の　
活　
用　
に　
よ　
り　
、　

生　
と　
比　
べ　
風　
味　
、　
食　
感　
と　
も　
に　
見　

劣　
り　
し　
な　
い　
商　
品　
の　
出　
荷　
が　
可　
能　

に　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　
例　
え　
ば　
、　「　
国
東

く
に
さ
き

マ　
ダ　
コ　
」　
は　
関　
東　
や　
関　
西　
の　
生　
協　

で　
通　
年　
メ　
ニ　
ュ　
ー　
と　
し　
て　
定　
着　
し　

て
い
ま
す
。

近　
年　
の　
漁　
業　
を　
取　
り　
巻　
く　
状　
況　

を　
考　
え　
る　
と　
、　
中　
小　
規　
模　
の　
漁　
協　

の　
合　
併　
は　
避　
け　
ら　
れ　
な　
い　
流　
れ　
で　

す　
。　
新　
川　
さ　
ん　
は　
、　
合　
併　
を　
検　
討　

中　
の　
漁　
協　
に　
次　
の　
よ　
う　
な　
ア　
ド　
バ　

イ
ス
を
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

「　
課　
題　
を　
数　
え　
上　
げ　
て　
い　
た　
ら　
合　

併　
は　
実　
現　
し　
ま　
せ　
ん　
し　
、　
合　
併　
を　

し　
な　
い　
た　
め　
の　
課　
題　
（　
理　
由　
）　
と　

も　
受　
け　
取　
ら　
れ　
か　
ね　
ま　
せ　
ん　
。　
で　．　

き　
る　

．　
．　

と　
こ　
ろ　
か　
ら　
取　
り　
組　
む　
こ　
と　

が　
大　
切　
で　
す　
。　
合　
併　
に　
よ　
っ　
て　
可　

能　
と　
な　
る　
新　
し　
い　
事　
業　
展　
開　
や　
、　

そ　
の　
具　
体　
的　
な　
成　
果　
を　
思　
い　
描　
く　

こ　
と　
が　
、　
合　
併　
を　
成　
功　
に　
導　
く　
第　

一
歩
な
の
で
す
」

※
3  

V  
P  
N  
（　

）　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
公
衆
回
線
を
、
認

証
や
暗
号
化
な
ど
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
技
術
を

利
用
し
て
、
仮
想
的
に
専
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

し
て
利
用
す
る
技
術
。

※
4

グ
ル
ー
プ
ウ
エ
ア

電
子
メ
ー
ル
や
文
書
共
有
、
電
子
会
議
室
、
電

子
掲
示
板
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ラ
ー
な
ど
の
機
能
を

統
合
し
、
組
織
内
の
情
報
共
有
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
効
率
化
を
図
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
。

合
併
が
可
能
に
し
た

新
た
な
事
業
展
開

成
果
を
描
く
こ
と
が

合
併
へ
の
第
一
歩

展
望

1
経
営
管
理
面　
の　

ネ　
ッ　
ト　
ワ　
ー　
ク　
化

展
望

4
県　
や　
国　
と　
の　

意
見
交
換　
の　
進
展

展
望

5
新
技
術　
の　
活
用　
に　
よ　
る　

商
品
開
発

展
望

2
販
売
戦
略
面　
の　

ネ　
ッ　
ト　
ワ　
ー　
ク　
化

展
望

3
直
売
店
経
営
の
拡
充

課
題

4
間
接
部
門　
の　
コ　
ス　
ト　
が　

増
加　
し　
た　

※
5

E
D
I

（
電
子
情
報
交
換
）

（

）

標
準
化
さ
れ
た
規
約
に
基
づ
い
て
電
子
化
さ

れ
た
注
文
書
や
請
求
書
な
ど
の
文
書
を
や
り
取

り
す
る
こ
と
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
受
発
注
情
報

を
利
用
し
て
取
引
を
行
う
こ
と
。

※
6

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

生
産
か
ら
消
費
に
至
る
ま
で
の
、
流
通
に
お

け
る
一
連
の
供
給
プ
ロ
セ
ス
を
一
貫
し
た
シ
ス

テ
ム
と
し
て
と
ら
え
る
考
え
方
。

※
7

誘
電
凍
結

食
品
に
含
ま
れ
る
水
の
分
子
を
振
動
（
磁
場

共
鳴
）
さ
せ
て
氷
点
下
で
も
凍
ら
な
い
状
態
を

保
ち
、
マ
イ
ナ
ス
五
〇
℃
以
下
で
一
気
に
凍
結

さ
せ
る
技
術
。
氷
結
晶
の
発
生
を
減
少
さ
せ
、

細
胞
破
壊
を
極
力
抑
え
る
こ
と
で
、
解
凍
時
の

ド
リ
ッ
プ
（
う
ま
み
や
栄
養
分
）
の
流
出
を
防

止
す
る
。

図2 組織改編による指揮命令系統の構築

図3 大分県漁協統一電算システムについて

課
題

2
本
店　
の　
指
揮
系
統　
が　

浸
透　
し　
な　
い　

課
題

3
支
店
間　
の　
垣
根
意
識　
が　

消　
え　
な　
い　

課
題

1
支
店
間　
の　
格
差　
が　

解
消　
し　
な　
い　

「銀たちの郷」

「おさかなランド」

合
併
後
の
課
題
は

組
織
・
シ
ス
テ
ム
両
面
の

改
革
で
乗
り
切
る
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大分県漁業協同組合 一県一漁協の挑戦

お　
さ　
か　
な　
ラ　
ン　
ド　
の　
一　
日　
は　
夜　

明　
け　
前　
に　
始　
ま　
り　
ま　
す　
。　
仕　
入　
れ　
先　

は　
県　
内　
数　
カ　
所　
の　
市　
場　
。　
矢　
守　
さ　

ん　
は　
、　
他　
の　
仲　
買　
人　
に　
互　
し　
て　
次　
々　

に
魚
を
競
り
落
と
し　
て　
い　
き
ま
す　
。　

「　
魚　
の　
太　
り　
方　
で　
、　
旬　
を　
厳　
し　
く　

見　
極　
め　
ま　
す　
。　
夏　
場　
な　
ら　
氷　
の　
使　

い　
方　
も　
チ　
ェ　
ッ　
ク　
し　
ま　
す　
。　
小　
さ　

な　
市　
場　
に　
毎　
日　
出　
か　
け　
る　
こ　
と　
で　
、　

よ　
そ　
に　
な　
い　
魚　
も　
手　
に　
入　
り　
、　
商　

売
が
し
や
す
く
な
る
の
で
す
」

安　
い　
魚　
を　
ま　
と　
め　
て　
仕　
入　
れ　
、　
常　

連　
客　
へ　
の　
サ　
ー　
ビ　
ス　
品　
と　
し　
て　
安　
く　

販　
売　
す　
る　
こ　
と　
も　
あ　
り　
ま　
す　
。　
最　
近　

で　
は　
、　
若　
い　
店　
員　
に　
も　
徐　
々　
に　
仕　
入　

れ
を
任
せ　
て　
い　
る
そ
う
で
す　
。　

「　
漁　
師　
と　
話　
を　
し　
て　
、　
買　
い　
付　
け　

て　
、　
値　
付　
け　
も　
自　
分　
で　
す　
る　
。　
そ　

れ　
が　
勉　
強　
で　
す　
。　
魚　
の　
目　
利　
き　
や　

相　
場　
の　
見　
切　
り　
は　
難　
し　
く　
、　
時　
に　

は　
厳　
し　
く　
教　
え　
ま　
す　
が　
、　
す　
べ　
て　

任　
せ　
る　
こ　
と　
で　
こ　
の　
仕　
事　
の　
楽　
し　

さ
も
分
か
っ
て
く
れ
る
は
ず
で
す
」

潮　
の　
状　
態　
に　
よ　
っ　
て　
二　
週　
間　
で　
変　

わ　
る　
魚　
の　
旬　
。　
仕　
入　
れ　
で　
一　
人　
前　

に　
な　
る　
に　
は　
、　
最　
低　
三　
〜　
四　
年　
は　
か　

か　
り　
ま　
す　
。　
後　
進　
の　
育　
成　
に　
熱　
心　
な　

矢　
守　
さ　
ん　
で　
す　
が　
、　
ま　
だ　
ま　
だ　
一　
線　

を
退
く
様
子
は
伺
え
ま
せ　
ん
。　

わ　
さ　
だ　
店　
は　
、　
西　
日　
本　
最　
大　
級　
の　

売　
り　
場　
面　
積　
を　
誇　
る　
シ　
ョ　
ッ　
ピ　
ン　
グ　

セ　
ン　
タ　
ー　
「　
ト　
キ　
ハ　（　
※　
1  
）　わ　
さ　
だ　

店　
」　
内　
に　
あ　
り　
ま　
す　
。　
売　
上　
の　
ピ　
ー　

ク　
は　
午　
前　
中　
で　
、　
も　
う　
一　
店　
の　
ア　
ク　

ロ　
ス　
店　
に　
比　
べ　
る　
と　
、　
立　
地　
の　
関　
係　

か　
ら　
か　
客　
単　
価　
は　
若　
干　
低　
め　
で　
す　
。　

若　
い　
こ　
ろ　
、　
ス　
ー　
パ　
ー　
の　
鮮　
魚　
コ　
ー　

ナ　
ー　
で　
働　
い　
た　
経　
験　
を　
持　
つ　
矢　
守　
さ　

ん　
。　
当　
時　
、　
切　
り　
身　
を　
パ　
ッ　
ク　
し　
た　

姿　
形　
の　
な　
い　
魚　
ば　
か　
り　
の　
売　
場　
に　
、　

「　
こ　
れ　
は　
違　
う　
」　
と　
感　
じ　
た　
そ　
う　
で　

す　
。　

「　
商　
売　
を　
考　
え　
れ　
ば　

切　
り　
身　
の　
方　
が　
も　
う　

か　
り　
ま　
す　
が　
、　
鮮　
魚　

の　
基　
本　
は　
対　
面　
販　
売　

す　
な　
わ　
ち　
対　
話　
で　
す　
。　

流　
通　
や　
販　
売　
管　
理　
の　

I  
T  
化　
が　
進　
ん　
で　
も　
、　

昔　
な　
が　
ら　
の　
会　
話　
は　

欠　
か　
せ　
ま　
せ　
ん　
。　
う　

ち　
で　
は　
、　
ハ　
モ　
や　
ア　

ナ　
ゴ　
も　
そ　
の　
ま　
ま　
店　

頭　
に　
並　
べ　
、　
お　
客　
さ　

ん　
に　
頼　
ま　
れ　
れ　
ば　
、　

そ　
の　
場　
で　
骨　
切　
り　
な　

ど
の
調
理
を
し
ま
す
」

店　
頭　
に　
は　
、　
ス　
ー　

パ　
ー　
で　
主　
流　
の　
パ　
ッ　
ク　
販　
売　
と　
は　

違　
い　
、　
丸　
の　
ま　
ま　
の　
地　
魚　
が　
並　
び　

ま　
す　
。　
も　
ち　
ろ　
ん　
、　
ウ　
ロ　
コ　
取　
り　

か　
ら　
三　
枚　
お　
ろ　
し　
、　
刺　
身　
に　
至　
る　

ま　
で　
、　
一　
匹　
を　
半　
分　
ず　
つ　
と　
い　
っ　

た
細
か
な
調
理
に
も
応
じ
ま
す
。

直　
営　
店　
の　
強　
み　
は　
、　
漁　
師　
と　
直　

接　
話　
が　
で　
き　
る　
こ　
と　
で　
す　
。　
魚　
の　

旬　
や　
お　
薦　
め　
の　
食　
べ　
方　
な　
ど　
の　
情　

報
も
豊
富
に
入
っ
て
き
ま
す
。

「　
例　
え　
ば　
ミ　
ズ　
ガ　
レ　
イ　
な　
ら　
、　
煮　

付　
け　
や　
か　
ら　
揚　
げ　
は　
誰　
で　
も　
知　
っ　

て　
い　
ま　
す　
が　
、　
塩　
焼　
き　
も　
意　
外　
に　

お　
い　
し　
い　
の　
で　
す　
。　
た　
く　
さ　
ん　
食　

べ　
て　
も　
ら　
う　
に　
は　
、　
お　
い　
し　
い　
食　

べ
方
を
広
め
る
こ
と
も
大
切
で
す
」

本　
当　
に　
お　
い　
し　
い　
魚　
な　
ら　
、　
子　

供　
も　
自　
然　
に　
食　
べ　
る　
は　
ず　
。　
矢　
守　

さ　
ん　
は　
、　
魚　
を　
「　
食　
べ　
や　
す　
く　
」　

し
て
売
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。

「　
最　
近　
は　
や　
り　
の　
『　
骨　
な　
し　
魚　
』　

は　
大　
嫌　
い　
で　
す　
。　
あ　
れ　
で　
は　
子　
供　

が　
ま　
す　
ま　
す　
食　
べ　
な　
く　
な　
り　
ま　
す　
。　

大　
き　
な　
魚　
の　
切　
り　
身　
を　
売　
る　
の　
も　

『　
漁　
師　
の　
魚　
』　
と　
は　
違　
い　
ま　
す　
。　
ヒ　

メ　
イ　
チ　
や　
ト　
ラ　
ハ　
ゼ　
な　
ど　
、　
ス　
ー　

パ　
ー　
な　
ら　
ボ　
イ　
ル　
し　
て　
売　
る　
小　
魚　

を　
、　
生　
で　
た　
く　
さ　
ん　
売　
り　
た　
い　
で　

す
ね
」

「　
漁　
協　
の　
魚　
屋　
さ　
ん　
」　

ら　
し　
い　
品　
ぞ　
ろ　
え　
を　

続　
け　
て　
き　
た　
結　
果　
、　

今　
で　
は　
赤　
魚　
（　
ア　
ラ　

ス　
カ　
メ　
ヌ　
ケ　
）　
や　
ウ　

ナ　
ギ　
の　
冷　
凍　
物　
は　
安　

く　
て　
も　
売　
れ　
ま　
せ　

ん　
。　
店　
の　
方　
針　
を　
理　

解　
し　
て　
い　
る　
常　
連　
客　

が　
多　
い　
証　
拠　
で　
す　
。　

し　
か　
し　
、　
近　
年　
は　
地　

魚　
の　
減　
少　
で　
価　
格　
も　

上　
が　
り　
気　
味　
で　
、　

「　
地　
魚　
の　
お　
い　
し　
さ　

を　
普　
及　
さ　
せ　
る　
」　
と　

い　
う　
本　
来　
の　
目　
的　
が　
果　
た　
せ　
な　
く　

な
っ
て
き
た
こ
と
が
悩
み
で
す
。

「　
経　
営　
上　
は　
、　
思　
い　
切　
っ　
て　
『　
普　

通　
の　
魚　
屋　
さ　
ん　
』　
に　
す　
る　
こ　
と　
も　

必　
要　
か　
も　
し　
れ　
ま　
せ　
ん　
。　
で　
も　
、　

漁　
協　
の　
直　
営　
店　
と　
し　
て　
は　
、　
で　
き　

れ　
ば　
小　
魚　
や　
丸　
の　
ま　
ま　
の　
地　
魚　
を　

並
べ
続
け
た
い
で
す
ね
」

採　
算　
を　
取　
る　
の　
も　
一　
苦　
労　
で　
す　

が　
、　
鮮　
度　
が　
よ　
く　
、　
お　
い　
し　
い　
魚　

だ　
け　
を　
売　
り　
た　
い　
と　
い　
う　
信　
念　
は　

変
わ
り
ま
せ
ん
。

地　
産　
地　
消　
と　
食　
育　
を　
進　
め　
る　
た　

め　
、　
学　
校　
給　
食　
に　
も　
進　
出　
し　
て　
い　
ま　

す　
。　
主　
菜　
が　
一　
食　
八　
十　
円　
以　
下　
と　

制　
約　
が　
厳　
し　
く　
、　
県　
や　
漁　
協　
の　
補　
助　

で　
何　
と　
か　
続　
け　
て　
い　
る　
状　
況　
で　
す　

が　
、　「　
子　
供　
の　
こ　
ろ　
魚　
を　
食　
べ　
た　
人　

は　
、　
大　
人　
に　
な　
っ　
て　
も　
食　
べ　
続　
け　
る　
」　

と　
い　
う　
調　
査　
結　
果　
も　
あ　
り　
、　
将　
来　
に　

わ　
た　
り　
地　
域　
に　
魚　
を　
売　
る　
た　
め　
の　

大
切
な
取
り
組
み　
で
す　
。　

ま　
た　
、　
最　
近　
で　
は　
東　
京　
の　
イ　
タ　

リ　
ア　
料　
理　
店　
な　
ど　
へ　
の　
直　
販　
も　
始　
め　

ま　
し　
た　
。　
小　
口　
の　
個　
別　
配　
送　
で　
、　
オ　

ー　
ナ　
ー　
シ　
ェ　
フ　
の　
「　
こ　
だ　
わ　
り　
の　
産　

直　
」　ス　
タ　
イ　
ル　
に　
応　
え　
ま　
す　
。　
漁　
協　

と　
し　
て　
も　
重　
要　
な　
販　
路　
な　
の　
で　
、　
時　

期　
ご　
と　
に　
捕　
れ　
る　
魚　
の　
種　
類　
や　
量　
、　

さ　
ら　
に　
は　
脂　
の　
乗　
り　
や　
他　
県　
産　
と　

の　
比　
較　
と　
い　
っ　
た　
細　
か　
な　
特　
徴　
に　
至　

る　
ま　
で　
把　
握　
し　
て　
、　
お　
薦　
め　
の　
魚　
を　

選
ん　
で　
い　
ま
す　
。　

今　
後　
は　
、　
福　
岡　
な　
ど　
県　
外　
に　
も　

出　
店　
し　
た　
い　
と　
い　
う　
矢　
守　
さ　
ん　
。　

現　
在　
は　
輸　
送　
経　
費　
が　
ネ　
ッ　
ク　
で　
す　

が　
、　
漁　
協　
合　
併　
の　
効　
果　
で　
流　
通　
の　

効　
率　
化　
が　
進　
め　
ば　
、　
そ　
う　
遠　
い　
夢　

で　
は　
な　
い　
か　
も　
し　
れ　
ま　
せ　
ん　
。　「　
お　

客　
さ　
ん　
を　
魚　
で　
楽　
し　
ま　
せ　
て　
あ　
げ　

た　
い　
」　
と　
い　
う　
言　
葉　
に　
、　
漁　
協　
の　

販　
売　
を　
一　
面　
で　
支　
え　
る　
「　
お　
さ　
か　

な　
ラ　
ン　
ド　
」　
の　
心　
意　
気　
を　
感　
じ　
ま　

し
た
。

大
分
県
漁
協
で
は
、
魚
の
地
産
地
消
を
進
め
る
た
め
、

大
分
市
内
に
直
販
店
「
お
さ
か
な
ラ
ン
ド
」
二
店
舗
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
県
内
の
漁
港
か
ら
毎
朝
捕
れ
た
て
の
魚

を
直
送
、
漁
協
直
営
店
な
ら
で
は
の
地
の
魚
を
低
価
格
で

販
売
し
て
い
ま
す
。
小
学
校
の
給
食
に
魚
を
供
給
す
る
な

ど
、
魚
食
普
及
の
た
め
の
P
R
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

わ
さ
だ
店
、
ア
ク
ロ
ス
店
を
統
括
す
る
矢
守
裕
介
店
長
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

魚
好
き
集
ま
れ　
！

漁
協
直
営　
の　「
魚
屋
さ
ん　
」　

―
お
さ
か
な
ラ
ン
ド
わ
さ
だ
店　
・　
ア　
ク　
ロ　
ス
店
―

おさかなランドわさだ店・アクロス店　店長

矢守
や も り

裕介
ゆ う す け

さん

※
1

大
分
を
代
表
す
る
老
舗
デ
パ
ー
ト
。

店
の
方
針
に
共
感
す
る

常
連
客
が
集
ま
っ
た

地
魚
を
丸
の
ま
ま
並
べ　

要
望
に
応
じ　
て
調
理
す
る

小
さ
な
市
場
に
通
い

他
に
な
い
品
ぞ
ろ
え
を

給
食
で
地
産
地
消
を
推
進

東
京
や
福
岡　
へ　
の

販
路
拡
大
も
進
行
中

おさかなランド
〒870-1198 大分県大分市玉沢楠本755-1 トキハわさだ店内

T EL 097-588-8845 FAX 097-588-8771
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お 問 い
合わせ先



11●地域のひろば 地域のひろば ●10

大分県漁業協同組合 一県一漁協の挑戦特集：電源地域のサクセスストーリー

発電所
概　要

お問い合わせ先／大分県農林水産部

〒870-8501 大分県大分市大手町3-1-1

電話　097-536-1111 URL http://www.pref.oita.jp/大分県

D A TA PA L

水　
産　
物　
の　
産　
地　
価　
格　
は　
、　
最　
近　
の　

十　
年　
間　
で　
大　
き　
く　
下　
落　
し　
、　
そ　
の　
傾　

向　
は　
と　
り　
わ　
け　
高　
価　
格　
種　
で　
顕　
著　

に　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
国　
内　
の　
水　
産　
物　

供　
給　
量　
が　
低　
下　
し　
て　
い　
る　
に　
も　
か　
か　

わ　
ら　
ず　
産　
地　
価　
格　
が　
下　
落　
し　
て　
い　
る　

の　
は　
、　
輸　
入　
水　
産　
物　
の　
構　
造　
的　
な　
定　

着　
に　
よ　
る　
供　
給　
圧　
力　
の　
も　
と　
で　
供　

給　
過　
剰　
が　
続　
い　
て　
い　
る　
こ　
と　
と　
、　
量　

販　
店　
の　
発　
達　
に　
よ　
っ　
て　
価　
格　
形　
成　
が　

川　
下　
主　
導　
な　
っ　
て　
き　
た　
こ　
と　
が　
大　
き　

な
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す　
。　

生　
産　
量　
の　
減　
少　
と　
産　
地　
価　
格　
の　

下　
落　
と　
い　
う　
板　
挟　
み　
の　
中　
で　
、　
産　

地　
の　
流　
通　
形　
態　
は　
先　
進　
的　
な　
漁　
協　

を　
中　
心　
に　
変　
わ　
り　
つ　
つ　
あ　
り　
、　
平　

成　
に　
入　
り　
産　
地　
市　
場　
の　
統　
合　
再　
編　

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ　
の　
よ　
う　
な　
困　
難　
な　
状　
況　
に　
お　

い　
て　
、　
い　
か　
な　
る　
打　
開　
策　
が　
考　
え　

ら　
れ　
る　
か　
、　
輸　
入　
水　
産　
物　
へ　
の　
対　

抗　
策　
、　
既　
存　
流　
通　
の　
見　
直　
し　
、　
産　

地　
ブ　
ラ　
ン　
ド　
の　
構　
築　
、　
消　
費　
者　
の　

信　
頼　
獲　
得　
、　
漁　
業　
の　
サ　
ー　
ビ　
ス　
化　

の
視
点
か
ら
整
理
し
て
み
ま
し
た
。

W  
T  
O  
ル　
ー　
ル　
に　
よ　
り　
、　
保　
護　
主　

義　
へ　
の　
逆　
戻　
り　
は　
あ　
り　
得　
な　
い　
と　
の　

認　
識　
の　
も　
と　
、　
安　
全　
・　
安　
心　
な　
商　
品　

供
給
に
徹
す
る　
こ
と
が
重
要
で
す　
。　

■
生
産
履
歴
の
情
報
開
示

■
産
地
表
示
の
徹
底

■
産
地
偽
装
排
除
の
た
め
の
監
視

体
制
の
強
化

■
高
鮮
度
出
荷
の
徹
底

■
循
環
型
産
業
、
環
境
保
全
産
業

と
し
て
の
ア
ピ
ー
ル

産　
地　
市　
場　
の　
統　
廃　
合　
に　
よ　
り　
市　

場　
規　
模　
を　
拡　
大　
し　
、　
産　
地　
価　
格　
形　

成　
力　
を　
強　
化　
し　
て　
い　
く　
こ　
と　
が　
基　

本　
で　
す　
が　
、　
中　
抜　
き　
流　
通　
と　
い　
う　

顧　
客　
ニ　
ー　
ズ　
に　
沿　
っ　
た　
新　
た　
な　
流　

通　
戦　
略　
に　
も　
対　
応　
し　
て　
い　
く　
必　
要　

が
あ
り
ま
す
。

■
消
費
者
市
場
へ
の
直
接
出
荷

■
直
販
店　
・　
飲
食
店　
へ　
の
直
接
販

売
■
朝
市
・
直
売
店
の
展
開
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
な
ど
、
消
費

者
へ
の
直
接
販
売

■
学
校
給
食　
・　
コ　
ミ　
ュ　
ニ　
テ　
ィ　
レ
ス

ト
ラ　
ン
等
の
地
産
地
消
の
推
進

膨　
大　
な　
情　
報　
が　
氾　
濫　
す　
る　
イ　
メ　

ー　
ジ　
先　
行　
の　
消　
費　
時　
代　
に　
お　
い　
て　

は　
、　
商　
品　
差　
別　
化　
・　
個　
性　
化　
が　
非　

常　
に　
効　
果　
的　
で　
あ　
り　
、　
そ　
の　
差　
別　

化　
と　
消　
費　
者　
の　
信　
頼　
の　
結　
合　
が　
ブ　

ラ　
ン　
ド　
と　
な　
り　
ま　
す　
。　
実　
態　
の　
伴　

っ　
た　
商　
品　
供　
給　
で　
ブ　
ラ　
ン　
ド　
力　
を　

構　
築　
す　
る　
こ　
と　
が　
、　
水　
産　
物　
に　
お　

い
て
も
重
要
で
す
。

■
個
性
・
唯
一
性
の
発
揮

■
産
地
か
ら
の
情
報
発
信

■
流
通
経
路
全
体
に
よ
る
ブ
ラ
ン

ド
力
構
築

■
特
定
顧
客
向
け
商
品
の
開
発

B  
S  
E  （　
狂　
牛　
病　
）　の　
問　
題　
や　
度　
重　

な　
る　
産　
地　
偽　
装　
問　
題　
を　
契　
機　
に　
食　

の　
安　
全　
性　
に　
対　
す　
る　
消　
費　
者　
の　
要　

求　
が　
極　
度　
に　
高　
ま　
る　
な　
か　
、　
食　
の　
信　

頼　
性　
確　
保　
は　
企　
業　
の　
生　
命　
線　
に　
な　

っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
水　
産　
物　
も　
例　
外　
で　
は　

な　
く　
、　
生　
産　
者　
は　
こ　
の　
点　
を　
深　
く　
認　

識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す　
。　

し　
か　
し　
、　
こ　
の　
安　
全　
・　
安　
心　
の　

提　
供　
こ　
そ　
、　
輸　
入　
水　
産　
物　
に　
対　
す　

る　
差　
別　
化　
で　
あ　
り　
、　
産　
地　
ブ　
ラ　
ン　

ド　
構　
築　
の　
格　
好　
の　
チ　
ャ　
ン　
ス　
と　
な　

る　
と　
の　
共　
通　
の　
認　
識　
が　
、　
産　
地　
の　

生　
き　
方　
を　
変　
え　
て　
い　
く　
原　
動　
力　
に　

な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

■
生
産
者
の
顔
が
見
え
る
し
く
み

づ
く
り

■
産
地
表
示
の
適
正
化

■
流
通
経
路
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ

ィ
ー
の
構
築

■
産
地
認
証
シ
ス
テ
ム
の
導
入

こ　
の　
よ　
う　
な　
産　
地　
の　
対　
応　
を　
可　

能　
に　
す　
る　
中　
心　
は　
漁　
協　
で　
す　
。　
市　

場　
業　
務　
や　
手　
数　
料　
徴　
収　
の　
段　
階　
の　

販　
売　
活　
動　
に　
止　
ま　
る　
こ　
と　
な　
く　
、　

本　
来　
の　
販　
売　
活　
動　
の　
中　
心　
を　
担　
う　

必　
要　
が　
あ　
り　
ま　
す　
。　
ま　
た　
、　
中　
小　

漁　
業　
者　
を　
束　
ね　
る　
の　
が　
漁　
協　
の　
使　

命　
で　
は　
あ　
り　
ま　
す　
が　
、　
中　
抜　
き　
流　

通　
等　
の　
新　
し　
い　
販　
売　
戦　
略　
に　
よ　
る　

収　
益　
の　
確　
保　
や　
そ　
れ　
に　
伴　
う　
リ　
ス　

ク　
の　
分　
散　
、　
安　
全　
、　
安　
心　
な　
水　
産　

物　
の　
供　
給　
と　
生　
産　
履　
歴　
情　
報　
の　
開　

示　
を　
担　
い　
う　
る　
漁　
協　
組　
織　
へ　
発　
展　

し　
て　
い　
く　
こ　
と　
が　
求　
め　
ら　
れ　
て　
い　

ま
す
。

具　
体　
的　
な　
ポ　
イ　
ン　
ト　
は　
、　
次　
の　

通
り
で
す
。

①
新
た
な
戦
略
性
を
持
っ
た
販
売
活

動
②
生
産
履
歴
に
よ
る
安
全
・
安
心
を

提
供
で
き
る
し
く
み
の
構
築

③
漁
協
職
員
の
販
売
能
力
の
向
上
と

人
材
確
保

④
一
定
規
模
以
上
の
職
員
を
有
す
る

組
織
へ
の
統
合
再
編

⑤
漁
協
の
指
導
層
・
職
員
・
組
合
員

間
の
一
層
の
信
頼
感
の
確
立

（「
地
域
の
ひ
ろ
ば
」
編
集
室
）

水産業の変革を担う漁協の皆さんへ

◎新大分発電所（九州電力）：総出力229.5万kw 運転開始　平成3年6月

輸
入
水
産
物　
へ　
の
対
抗
策

多
様
な
流
通
へ
の
対
応

産
地
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築

消
費
者
の
信
頼
獲
得

漁
協
変
革
へ
の
期
待
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製
品
の
特
徴
の
確
認

製
品
の
使
用
方
法
の
確
認

製　
造　
工　
程　
一　
覧　
図　
・　
施　
設　
の　

図
面
・
標
準
作
業
書
の
作
成

製　
造　
工　
程　
一　
覧　
図　
の　
現　
場　
確　
認　

危
害
の
分
析

重
要
管
理
点
の
設
定

管
理
基
準
の
設
定

測
定
方
法
の
設
定

改
善
措
置
の
設
定

検
証
方
法
の
設
定

記
録
の
維
持
管
理

H  
A  
C  
C  
P  
支　
援　
法　
（　
正　
式　
名　
称　

「　
食　
品　
の　
製　
造　
過　
程　
の　
管　
理　
の　
高　
度　
化　

に　
関　
す　
る　
臨　
時　
措　
置　
法　
」　）　
と　
は　
、　
食　

品　
の　
安　
全　
性　
の　
向　
上　
と　
品　
質　
管　
理　
の　

徹　
底　
を　
求　
め　
る　
社　
会　
的　
要　
請　
が　
高　
ま　

っ　
て　
い　
る　
こ　
と　
に　
対　
し　
て　
、　
食　
品　
企　

業　
に　
H  
A  
C  
C  
P  
を　
導　
入　
し　
、　
製　
造　

過　
程　
の　
管　
理　
の　
高　
度　
化　
を　
促　
進　
す　
る　

た　
め　
の　
施　
設　
整　
備　
を　
金　
融　
・　
税　
制　
面　

か　
ら　
支　
援　
す　
る　
た　
め　
の　
法　
律　
で　
す　
。　

そ　
の　
中　
で　
、　
厚　
生　
大　
臣　
及　
び　
農　
林　
水　

産　
大　
臣　
の　
指　
定　
を　
受　
け　
、　
食　
品　
の　
種　

類　
ご　
と　
に　
高　
度　
化　
基　
準　
の　
作　
成　
及　
び　

高　
度　
化　
計　
画　
の　
認　
定　
を　
行　
う　
事　
業　
者　

団　
体　
と　
し　
て　
指　
定　
認　
定　
機　
関　
制　
度　
が　

導　
入　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
（　
表　
1  
）　。　
な　
お　
、　

こ　
の　
法　
律　
は　
、　
平　
成　
十　
年　
五　
月　
に　
五　

年　
間　
の　
時　
限　
法　
と　
し　
て　
制　
定　
さ　
れ　
ま　

し　
た　
が　
、　
平　
成　
十　
五　
年　
六　
月　
に　
さ　
ら　

に　
五　
年　
間　
延　
長　
す　
る　
改　
正　
法　
が　
交　
付　

さ
れ
て
い
ま
す
。

■
支
援
制
度

融
資
制
度

食
品
産
業
品
質
管
理
高
度
化
促
進
資
金

税
制
優
遇

法
人
税
・
所
得
税
の
軽
減
、
試

験
研
究
税
制
、
不
動
産
所
得
税

の
軽
減

図2 HACCP導入指導に対する支援

表1 指定認定機関一覧

図1 HACCP手法と従来の管理方法との違い

H  
A  
C  
C  
P  
（　

ハ
サ
ッ

プ　
）　
は　
、　
一　
九　
六　
〇　
年　
代　
に　
米　
国　
で　

宇　
宙　
食　
の　
安　
全　
性　
を　
確　
保　
す　
る　
た　
め　

に　
開　
発　
さ　
れ　
た　
食　
品　
の　
衛　
生　
管　
理　
手　

法　
で　
す　
。　
国　
連　
食　
糧　
農　
業　
機　
関　
（　
F  

A  
O  
）　
と　
世　
界　
保　
健　
機　
構　
（　
W  
H  
O  
）　

が　
合　
同　
で　
設　
置　
し　
た　
国　
際　
食　
品　
規　
格　

を　
作　
る　
国　
際　
的　
機　
関　
・　
コ　
ー　
デ　
ッ　
ク　

ス
委
員
会
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ　
れ　
ま　
で　
の　
食　
品　
の　
安　
全　
性　
へ　
の　

考　
え　
方　
は　
、　
製　
造　
す　
る　
環　
境　
を　
清　
潔　

に　
し　
、　
衛　
生　
的　
に　
す　
れ　
ば　
安　
全　
な　
食　

品　
が　
製　
造　
で　
き　
る　
と　
の　
考　
え　
の　
も　
と　
、　

製　
造　
環　
境　
の　
整　
備　
や　
衛　
生　
の　
確　
保　
に　

重　
点　
が　
置　
か　
れ　
、　
製　
造　
さ　
れ　
た　
食　
品　

の　
安　
全　
性　
の　
確　
認　
は　
、　
主　
に　
最　
終　
製　

品　
の　
抜　
き　
取　
り　
検　
査　
に　
よ　
り　
行　
わ　
れ　

て
き
ま
し
た
。

H  
A  
C  
C  
P  
方　
式　
は　
、　
こ　
の　
よ　
う　
な　

考　
え　
方　
・　
方　
法　
に　
加　
え　
、　
原　
料　
の　
入　
荷　

か　
ら　
製　
造　
・　
出　
荷　
ま　
で　
の　
全　
て　
の　
工　
程　

に　
お　
い　
て　
、　
予　
め　
危　
害　
を　
予　
測　
し　
、　
そ　

の　
危　
害　
を　
防　
止　
（　
予　
防　
、　
消　
滅　
、　
許　
容　

水　
準　
ま　
で　
の　
減　
少　
）　す　
る　
た　
め　
の　
重　
要　

管　
理　
点　
を　
特　
定　
し　
て　
、　
そ　
の　
ポ　
イ　
ン　

ト　
を　
継　
続　
的　
に　
監　
視　
・　
記　
録　
し　
、　
異　

常　
が　
認　
め　
ら　
れ　
た　
場　
合　
は　
即　
対　
策　
を　

講
じ
る
シ　
ス　
テ　
ム　
で
す　（
図
1  
）。　

H  
A  
C  
C  
P  
の　
導　
入　
に　
よ　
り　
、　
次　
の　

よ
う
な
メ　
リ　
ッ　
ト
が
考
え
ら
れ
ま
す　
。　

危　
害　
が　
予　
測　
さ　
れ　
る　
製　
造　
過　
程　
を　

重　
点　
的　
に　
管　
理　
す　
る　
こ　
と　
に　
よ　
り　
、　

今　
ま　
で　
以　
上　
に　
安　
全　
な　
食　
品　
が　
製　
造　

で
き
ま
す
。

経　
営　
者　
や　
現　
場　
の　
管　
理　
者　
、　
作　
業　
従　

事　
者　
が　
一　
体　
と　
な　
っ　
て　
取　
り　
組　
む　
こ　
と　

で　
、　
製　
品　
に　
対　
す　
る　
組　
織　
全　
員　
の　
理　
解　

や
衛
生
知
識　
の
向
上
が
図
れ
ま
す　
。　

経　
験　
や　
熟　
練　
に　
よ　
っ　
て　
培　
わ　
れ　
て　
き　

た　
衛　
生　
管　
理　
技　
術　
を　
わ　
か　
り　
や　
す　
く　

マ　
ニ　
ュ　
ア　
ル　
化　
し　
、　
科　
学　
的　
な　
裏　
づ　
け　

を　
行　
う　
こ　
と　
で　
、　
経　
験　
の　
浅　
い　
従　
事　
者　

で　
も　
危　
害　
防　
止　
に　
対　
す　
る　
高　
い　
意　
識　

と　
技　
術　
を　
持　
つ　
こ　
と　
が　
で　
き　
ま　
す　
。　
科　

学　
的　
な　
裏　
付　
け　
が　
記　
録　
と　
し　
て　
保　
管　

さ　
れ　
て　
い　
る　
た　
め　
、　
P  
L  
法　
（　
製　
造　
物　

責
任
法
）　対
策
に
も
有
効
で
す　
。　

H  
A  
C  
C  
P  
導　
入　
食　
品　
と　
し　
て　
高　

い　
競　
争　
力　
を　
持　
つ　
と　
と　
も　
に　
、　
不　
良　

品　
発　
生　
率　
の　
低　
下　
に　
よ　
り　
、　
製　
造　
コ　

ス
ト
の
削
減
も
期
待
で
き
ま
す
。

定　
期　
的　
な　
検　
証　
が　
行　
わ　
れ　
る　
た　
め　
、　

高
い
衛
生
水
準
が
保
た
れ
ま
す
。

水　
産　
加　
工　
施　
設　
が　
H  
A  
C  
C  
P  
導　

入　
を　
行　
う　
場　
合　
を　
例　
に　
と　
り　
、　
そ　
の　

流　
れ　
と　
支　
援　
機　
関　
で　
あ　
る　
社　
団　
法　
人　

大　
日　
本　
水　
産　
会　
に　
よ　
る　
支　
援　
事　
業　
の　

流　
れ　
（　
図　
2  
、　
図　
3  
）　
を　
示　
し　
ま　
す　
。　

（
7  
原
則
12
手
順
の
実
行
）

H  
A  
C  
C  
P  
チ
ー　
ム　
の
編
成

政
策
・
制
度

HACCP
（危害分析重要管理点）

原材料から最終製品まで
全過程を通じた衛生管理手法

H
A
C
C
P
と
は

従
来
の
製
造
方
法
と　
の

違
い

メ　
リ　
ッ　
ト　

1
食
品
の

安
全
性
の
向
上

メ　
リ　
ッ　
ト　

2
組
織
全
体
の

意
識
の
一
体
化

メ　
リ　
ッ　
ト　

3
科
学
的
な

裏
付
け　
の
確
保

メ　
リ　
ッ　
ト　

4
競
争
力
の
強
化

メ　
リ　
ッ　
ト　

5
安
全
性
の
持
続

2
水
産
加
工
施
設
に
よ
る

H  
A  
C  
C  
P  
導
入
活
動

3
H
A
C
C
P
導
入
完
了

4
H  
A  
C  
C  
P  
認
定
審
査　
の
受
審

1
水
産
加
工
施
設
が

H  
A  
C  
C  
P
導
入
を
決
定

手
順
1

手
順
2

原
則
1

原
則
2

原
則
3

原
則
4

原
則
5

原
則
6

原
則
7

手
順
3

手
順
4

手
順
5

手
順
6

手
順
10

手
順
11

手
順
12

手
順
7

手
順
8

手
順
9

危害分析（H A）

原材料から最終製品にいたる、食品の全て
の製造過程で発生するおそれのある微生物汚染
等の危害について調査分析すること

重要管理点（C C P）

製造過程の段階で、より安全性が確保され
た製品を得るために、特に重点的に管理すべき
ポイントのこと

H：H a z a r d
→危険（危害）

A：A n a l y s i s
→分析

C：C r i t i c a l
→特に重要な

C：C o n t r o l
→管理

P：P o i n t
→点

図3 HACCP認定審査に対する支援

HACCPの語源
H  
A  
C  
C  
P  
支
援
法
と
は

H  
A  
C  
C  
P  
導
入
の

メ
リ　
ッ　
ト

H  
A  
C  
C  
P  
導
入
の

流
れ
と
支
援
事
業
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場　
に　
は　
、　
新　
し　
い　
ア　
イ　
デ　
ア　
を　
盛　
り　

込　
ん　
だ　
施　
設　
を　
作　
ら　
な　
け　
れ　
ば　
意　
味　

が　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　
い　
ま　
中　
途　
半　
端　
な　

施　
設　
を　
用　
意　
し　
て　
も　
、　
五　
年　
後　
に　
改　

装　
す　
る　
余　
裕　
は　
な　
い　
か　
ら　
で　
す　
。　
ま　

た　
、　
従　
来　
型　
の　
施　
設　
で　
は　
補　
助　
金　
の　

金　
額　
も　
低　
く　
、　
建　
設　
へ　
の　
ハ　
ー　
ド　
ル　

は
高
く
な
る
ば
か
り
で
す
」

魚　
津　
漁　
協　
で　
は　
、　
市　
場　
で　
使　
用　
す　

る　
海　
水　
の　
紫　
外　
線　
殺　
菌　
に　
取　
り　
組　
む　

な　
ど　
、　「　
衛　
生　
」　
と　
い　
う　
視　
点　
に　
は　
早　

く　
か　
ら　
着　
目　
し　
て　
い　
ま　
し　
た　
。　
そ　
こ　

で　
、　
市　
場　
統　
合　
を　
好　
機　
と　
と　
ら　
え　
、　

衛　
生　
に　
関　
す　
る　
あ　
ら　
ゆ　
る　
要　
素　
を　
盛　

り　
込　
ん　
だ　
高　
度　
衛　
生　
管　
理　
型　
市　
場　
を　

目
指
す
こ
と
を
決
め
た
の
で
す
。

国　
内　
に　
例　
の　
な　
い　
新　
し　
い　
形　
の　
市　

場　
を　
作　
る　
取　
り　
組　
み　
に　
対　
し　
、　
組　
合　

員　
の　
反　
応　
も　
さ　
ま　
ざ　
ま　
で　
し　
た　
。　
費　

用　
に　
つ　
い　
て　
、　
今　
回　
は　
組　
合　
員　
の　
直　

接　
の　
出　
資　
は　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
で　
し　
た　
が　
、　

従　
来　
型　
の　
施　
設　
で　
あ　
れ　
ば　
約　
六　
割　
の　

費　
用　
で　
す　
む　
と　
い　
う　
試　
算　
を　
前　
に　
、　

消　
極　
的　
に　
な　
る　
組　
合　
員　
も　
少　
な　
く　
あ　

り　
ま　
せ　
ん　
で　
し　
た　
。　
ま　
た　
、　
将　
来　
の　

ラ　
ン　
ニ　
ン　
グ　
コ　
ス　
ト　
の　
増　
加　
に　
も　
不　

安
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

高　
齢　
化　
が　
進　
む　
組　
合　
員　
の　
間　
か　
ら　

は　
「　
ま　
も　
な　
く　
リ　
タ　
イ　
ア　
す　
る　
私　
た　

ち　
に　
と　
っ　
て　
は　
、　
手　
間　
や　
お　
金　
が　
か　

か　
る　
割　
に　
メ　
リ　
ッ　
ト　
が　
小　
さ　
い　
」　
と　

い　
う　
声　
も　
聞　
か　
れ　
ま　
し　
た　
。　
漁　
協　
で　

は　
長　
期　
的　
な　
視　
点　
に　
立　
っ　
た　
消　
費　
者　

の　
信　
頼　
獲　
得　
の　
重　
要　
性　
や　
、　
衛　
生　
管　

理　
の　
徹　
底　
に　
よ　
る　
魚　
価　
上　
昇　
の　
可　
能　

性　
を　
訴　
え　
ま　
し　
た　
が　
、　
明　
確　
な　
根　
拠　

も　
先　
例　
も　
な　
い　
だ　
け　
に　
、　
組　
合　
員　
の　

反
応
は
今
一
つ
で
し
た
。

「　
当　
時　
の　
魚　
津　
漁　
協　
は　
、　
魚　
価　
を　
上　

昇　
さ　
せ　
る　
有　
効　
な　
手　
段　
が　
見　
つ　
か　
ら　

ず　
、　
八　
方　
ふ　
さ　
が　
り　
の　
状　
態　
で　
し　
た　
。　

そ　
ん　
な　
中　
、　
魚　
津　
の　
魚　
を　
消　
費　
者　
に　

も　
っ　
と　
受　
け　
入　
れ　
て　
も　
ら　
う　
た　
め　
に　
、　

衛　
生　
管　
理　
の　
徹　
底　
は　
少　
な　
く　
と　
も　
マ　

イ
ナ
ス
で
は
な
い
は
ず
で
し
た
」

浜　
住　
さ　
ん　
ら　
の　
熱　
心　
な　
説　
得　
の　
前　

に　
、　
組　
合　
員　
の　
間　
に　
も　
次　
第　
に　
「　
魚　

価　
を　
上　
げ　
る　
方　
法　
は　
、　
こ　
れ　
し　
か　
な　

い　
」　
と　
い　
う　
思　
い　
が　
生　
ま　
れ　
、　
次　
第　

に　
漁　
協　
全　
体　
の　
合　
意　
が　
形　
成　
さ　
れ　
て　

い
き
ま
し
た
。

「　
魚　
の　
衛　
生　
管　
理　
に　
着　
目　
し　
た　
背　
景　

に　
は　
、　
魚　
を　
あ　
ら　
た　
め　
て　
『　
食　
糧　
』　

と
し
て
見
直
す
動
き
が
あ
り
ま
し
た
」

平　
成　
十　
三　
年　
に　
制　
定　
さ　
れ　
た　
水　
産　

基　
本　
法　
に　
よ　
り　
、　
国　
の　
食　
糧　
供　
給　
源　

と　
し　
て　
の　
漁　
業　
の　
位　
置　
づ　
け　
が　
あ　
ら　

た　
め　
て　
明　
確　
化　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　
同　
時　

に　
、　
漁　
業　
者　
自　
身　
に　
と　
っ　
て　
も　
、　
消　

費　
者　
に　
対　
し　
て　
安　
全　
な　
食　
糧　
を　
安　
定　

魚　
津　
市　
内　
に　
は　
、　
昭　
和　
二　
十　
年　
代　

に　
開　
設　
さ　
れ　
た　
二　
カ　
所　
の　
市　
場　
（　
旧　

魚　
津　
市　
場　
、　
経
田

き
ょ
う
で
ん

市　
場　
）　
が　
あ　
り　
ま　

し
た
が
、
両
者
は
五　

し
か
離
れ

て　
お　
ら　
ず　
、　
扱　
う　
魚　
種　
も　
同　
じ　
で　
し　

た　
。　
そ　
こ　
で　
、　
平　
成　
八　
年　
に　
市　
内　
の　

三　
漁　
協　
が　
合　
併　
し　
、　
現　
在　
の　
魚　
津　
漁　

協　
が　
発　
足　
し　
た　
際　
、　
市　
場　
統　
合　
が　
計　

画　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　
当　
時　
、　
す　
で　
に　
両　

市　
場　
と　
も　
手　
狭　
だ　
っ　
た　
た　
め　
、　
新　
市　

場
へ
の
移
行
が
前
提
で
し
た
。

産　
地　
仲　
買　
業　
者　
や　
地　
元　
の　
間　
に　
は　
、　

旧　
市　
場　
の　
廃　
止　
に　
よ　
る　
営　
業　
上　
の　
不　

利　
益　
や　
過　
疎　
化　
へ　
の　
不　
安　
か　
ら　
、　
統　

合　
反　
対　
の　
声　
も　
上　
が　
り　
ま　
し　
た　
。　
し　

か　
し　
、　
漁　
協　
施　
設　
の　
多　
く　
は　
昭　
和　
三　

十　
〜　
四　
十　
年　
代　
の　
建　
設　
で　
、　
遠　
か　
ら　

ず　
老　
朽　
化　
が　
問　
題　
と　
な　
り　
ま　
す　
。　
国　

や　
県　
な　
ど　
の　
行　
政　
機　
関　
か　
ら　
漁　
協　
へ　

の　
補　
助　
も　
削　
減　
傾　
向　
に　
あ　
る　
こ　
と　
か　

ら　
、　
市　
場　
統　
合　
の　
早　
期　
実　
現　
は　
ど　
う　

し
て
も
必
要
で
し
た
。

そ　
こ　
で　
、　
こ　
う　
し　
た　
事　
情　
を　
組　
合　

員　
ら　
に　
十　
分　
説　
明　
し　
、　
市　
場　
統　
合　
の　

必　
要　
性　
を　
納　
得　
し　
て　
も　
ら　
い　
ま　
し　
た　
。　

浜　
住　
さ　
ん　
は　
、　
当　
時　
の　
様　
子　
を　
次　
の　

よ　
う　
に　
振　
り　
返　
り　
ま　
す　
。　「　
新　
し　
い　
市　

メ　
ー　

ト　
ル　

キ
ロ

高
度
衛
生
管
理
型
市
場
◎
富
山
県
魚
津
市
魚
津
漁
業
協
同
組
合

富
山
県
魚
津
市　
は　
、　
富
山
湾　
の　
東
側　
に　
面　
し　
た　
人
口
約
四
万
七
千
人　
の　
都
市　
で　
す　
。　

古
く　
は　「
魚
堵

お

と

」　
あ　
る　
い　
は　「
小
戸

お

と

」　「
小
津

お

づ

」　と　
呼　
ば　
れ　
、　
魚　
の　
産
地　
で　
あ　
る　
こ　
と　
か　
ら　

後　
に　
魚
津　
に　
改　
め　
ら　
れ　
た　
と　
い　
い　
ま　
す　
。　
全
国　
で　
も　
珍　
し　
い　
春　
の　
し　
ん　
き　
ろ　
う　
が　
見　
ら　
れ　
る　
街　
と　
し　
て　
知　
ら　
れ　
、　

漁
業　
で　
は　
定
置
網　
に　
よ　
る　
ホ　
タ　
ル　
イ　
カ　
漁　
が　
有
名　
で　
す　
。　

富
山
湾　
は　
大
陸
棚　
が　
少
な　
く
岸
深　
と　
い　
う
特
殊
な　
地
形　
が　
幸　
い　
し　
、　

紅
ズ　
ワ　
イ　
ガ　
ニ　
や　
甘　
エ　
ビ　
な　
ど　
豊
富
な　
漁
業
資
源　
に　
恵　
ま　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

魚
津
漁
業
協
同
組
合　
で　
は　
、　
新
市
場
建
設
を　
機　
に　
H
A
C
C
P  （
前　
ペ　
ー　
ジ　
参
照
）　の
衛
生
管
理
手
法
を
用
い
た

高
度
衛
生
管
理
型　
の　
市
場
を　
新
設　
し　
、　
平
成
十
六
年
二
月　
に　
オ　
ー　
プ　
ン　
さ　
せ　
ま　
し　
た　
。　

こ　
れ　
ま　
で　
当　
た　
り
前　
と　
さ　
れ　
て　
き　
た　
市
場　
の　
あ　
り
方
を　
一　
か　
ら　
見
直　
し　
、　

将
来　
に　
向　
け　
消
費
者　
に　
安
全
な　
食
品
を　
届　
け　
る　
こ　
と　
を　
徹
底　
す　
る　
新　
し　
い　
形　
の　
市
場　
で　
す　
。　

魚
津
漁
協　
の　
取　
り
組　
み　
に　
つ　
い　
て　
、　

新
市
場　
の　
実
現　
に　
向　
け　
中
心
的
な　
役
割
を　
担　
っ　
た　
同
漁
協
の
浜
住
博
之
参
事　
に　
伺　
い　
ま　
し　
た　
。　

◎問い合わせ先　

魚津漁業協同組合
TEL:0765－24－0068

FAX:0765－24－8877

ホームページURL

http://www1.coralnet.or.jp/uozu/

消
費
者
に
安
全
な
魚
を
届
け
た
い

魚
津
漁
協　
の　
高
度
衛
生
管
理　
へ　
の　
取
り
組　
み　

魚津漁業協同組合　参事

浜住
は ま ず み

博之
ひ ろ ゆ き

さん

市
場
統
合
を
好
機
と
と
ら
え

衛
生
管
理
の
徹
底
を
目
指
す

魚
価
の
上
昇
を
合
言
葉
に

組
合
員
の
意
見
を
集
約
し
た

消
費
者
に
信
頼
さ
れ
る

「
安
全
な
魚
」　
を
ア
ピ
ー
ル

水産基本法

1 9 9 9年1 2月策定の水産基本政策大綱を受け、2 0 0 1年6月に制定され

た、日本の今後の水産政策の基本を示す法律。これまでの日本の水産政策は、

1 9 6 3年制定の沿岸漁業等振興法に沿って進められてきたが、日本の国連海

洋法条約批准（1 9 9 6年）、日韓・日中の漁業新協定発効（1 9 99・2 0 0 0

年）、漁業生産の減少と自給率の低下、従事者の減少と高齢化など、内外の情

勢変化にともない見直しを迫られていた。水産物の安定供給の確保と水産業

の健全な発展を図るという基本理念の下、漁業のみならず、加工・流通など関

連産業も含めた水産業全体の振興を図ることを掲げ、①自給率目標を盛り込

んだ水産基本計画の策定、②水産資源の管理と持続的利用、③担い手育成・

漁業経営支援、④漁村・水産基盤整備、などの施策を講ずるとしている。
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高
度
衛
生
管
理
型
市
場

富
山
県
魚
津
市
魚
津
漁
業
協
同
組
合

新　
市　
場　
の　
建　
設　
資　
金　
は　
、　
平　
成　
十　

四　
年　
度　
の　
漁　
業　
経　
営　
構　
造　
改　
善　
事　
業　

な
ど
を
活
用
し
て
い
ま
す
（
表
1  
）。

同　
事　
業　
と　
し　
て　
は　
初　
の　
高　
度　
衛　
生　

管　
理　
型　
市　
場　
の　
事　
例　
だ　
っ　
た　
た　
め　
、　

衛　
生　
管　
理　
の　
た　
め　
の　
施　
設　
が　
ど　
こ　
ま　

で　
助　
成　
対　
象　
と　
な　
る　
か　
分　
か　
ら　
ず　
、　

手　
探　
り　
の　
状　
態　
で　
農　
林　
水　
産　
省　
と　
の　

交　
渉　
を　
進　
め　
ま　
し　
た　
。　
元　
来　
、　
同　
事　

業　
は　
屋　
根　
と　
柱　
に　
少　
々　
の　
付　
帯　
設　
備　

程　
度　
の　
「　
荷　
さ　
ば　
き　
所　
」　
が　
対　
象　
で　
、　

魚　
津　
の　
よ　
う　
な　
本　
格　
的　
な　
衛　
生　
管　
理　

設　
備　
を　
持　
つ　
大　
規　
模　
な　
施　
設　
は　
例　
が　

な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

「　
細　
か　
な　
設　
備　
の　
一　
つ　
一　
つ　
に　
至　
る　

ま　
で　
、　
助　
成　
対　
象　
と　
な　
る　
か　
ど　
う　
か　

確　
認　
し　
な　
が　
ら　
設　
計　
を　
詰　
め　
て　
い　
く　

必
要
が
あ
り
ま
し
た
」

新　
市　
場　
が　
完　
成　
し　
た　
現　
在　
で　
は　
、　

時　
代　
背　
景　
も　
あ　
っ　
て　
農　
林　
水　
産　
省　
の　

方　
針　
も　
転　
換　
さ　
れ　
、　
今　
後　
は　
衛　
生　
管　

理　
を　
き　
ち　
ん　
と　
行　
え　
る　
施　
設　
で　
な　
い　

と　
助　
成　
さ　
れ　
な　
い　
方　
向　
と　
な　
っ　
て　
い　

ま　
す　
。　
魚　
津　
漁　
協　
の　
先　
進　
的　
な　
取　
り　

組　
み　
が　
、　
時　
代　
を　
動　
か　
し　
た　
と　
も　
言　

え
る
で
し
ょ
う
。

平　
成　
十　
六　
年　
二　
月　
の　
オ　
ー　
プ　
ン　
当　

時　
は　
、　
市　
場　
統　
合　
を　
控　
え　
て　
い　
た　
た　

め　
P  
R  
も　
十　
分　
に　
で　
き　
ま　
せ　
ん　
で　
し　

た　
が　
、　
実　
際　
に　
は　
予　
想　
外　
に　
反　
響　
が　

高　
く　
、　
業　
界　
紙　
や　
口　
コ　
ミ　
な　
ど　
を　
通　

じ　
多　
く　
の　
人　
に　
関　
心　
を　
持　
っ　
て　
も　
ら　

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新　
市　
場　
効　
果　
で　
、　
従　
来　
か　
ら　
取　
引　

の　
あ　
る　
業　
者　
か　
ら　
取　
引　
量　
を　
増　
や　
し　

た　
い　
と　
い　
う　
申　
し　
入　
れ　
が　
あ　
っ　
た　
ほ　

か　
、　
こ　
れ　
ま　
で　
魚　
津　
の　
魚　
を　
扱　
っ　
て　

い　
な　
か　
っ　
た　
業　
者　
か　
ら　
も　
「　
魚　
津　
産　

の　
魚　
を　
扱　
い　
た　
い　
」　
と　
い　
う　
引　
き　
合　

い　
が　
来　
る　
よ　
う　
に　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　
オ　

ー　
プ　
ン　
か　
ら　
現　
在　
ま　
で　
約　
一　
年　
間　
の　

経　
過　
を　
見　
る　
と　
、　
こ　
れ　
ら　
は　
一　
過　
性　

の　
現　
象　
で　
は　
な　
く　
、　
消　
費　
者　
の　
「　
食　

の　
安　
全　
」　
に　
対　
す　
る　
要　
求　
の　
高　
ま　
り　

を
反
映
し
た
動
き
と
い
え
そ
う
で
す
。

衛　
生　
に　
最　
も　
シ　
ビ　
ア　
な　
の　
は　
、　
大　

消　
費　
地　
を　
背　
景　
に　
し　
た　
都　
市　
部　
の　
流　

通　
業　
者　
で　
す　
。　
今　
後　
は　
、　
こ　
う　
し　
た　

業　
者　
に　
も　
積　
極　
的　
に　
ア　
ピ　
ー　
ル　
を　
続　

け　
、　「　
魚　
津　
の　
魚　
で　
な　
け　
れ　
ば　
困　
る　
」　

と　
言　
わ　
れ　
る　
存　
在　
に　
な　
る　
こ　
と　
を　
目　

指
し
て
い
ま
す
。

「　
何　
よ　
り　
う　
れ　
し　
か　
っ　
た　
の　
は　
、　
新　

市　
場　
の　
オ　
ー　
プ　
ン　
後　
、　
若　

干　
な　
が　
ら　
魚　
価　
が　
上　
昇　
傾　

向　
に　
あ　
る　
こ　
と　
で　
す　
。　
こ　

れ　
で　
、　
高　
度　
衛　
生　
管　
理　
型　

市　
場　
と　
い　
う　
方　
向　
性　
が　
正　

し　
か　
っ　
た　
こ　
と　
を　
、　
関　
係　

者　
全　
員　
が　
納　
得　
し　
て　
く　
れ　

ま
し
た
」

新　
市　
場　
の　
建　
設　
や　
運　
営　

に　
は　
、　
考　
え　
方　
の　
大　
き　
な　

転　
換　
が　
必　
要　
で　
し　
た　
が　
、　

少　
し　
考　
え　
れ　
ば　
「　
当　
た　
り　

前　
」　
の　
こ　
と　
ば　
か　
り　
で　
す　
。　

例　
え　
ば　
、　
従　
来　
、　
市　
場　

で　
使　
う　
海　
水　
は　
港　
内　
で　
取　

水　
し　
、　
市　
場　
で　
出　
る　
残　
さ　

な　
ど　
も　
そ　
の　
ま　
ま　
港　
内　
へ　

捨　
て　
て　
い　
ま　
し　
た　
。　
も　
ち　

ろ　
ん　
、　
そ　
れ　
で　
事　
故　
や　
不　

具　
合　
が　
起　
き　
た　
わ　
け　
で　
は　

あ　
り　
ま　
せ　
ん　
が　
、　
港　
内　
は　

水　
の　
循　
環　
が　
悪　
い　
た　
め　
、　

衛　
生　
上　
好　
ま　
し　
い　
と　
は　
言　
い　
切　
れ　
な　

い　
状　
態　
で　
し　
た　
。　
そ　
こ　
で　
、　
新　
市　
場　

で　
は　
港　
外　
か　
ら　
良　
質　
な　
海　
水　
を　
取　
り　

入　
れ　
、　
市　
場　
内　
の　
排　
水　
も　
ろ　
過　
処　
理　

を　
し　
て　
港　
外　
へ　
戻　
す　
こ　
と　
に　
し　
、　
そ　

の　
た　
め　
の　
設　
備　
や　
取　
水　
管　
、　
排　
水　
管　

も　
作　
り　
ま　
し　
た　
。　
ま　
た　
、　
残　
さ　
も　
排　

水　
と　
は　
き　
ち　
ん　
と　
分　
け　
て　
廃　
棄　
す　
る　

し
く
み
を
整
え
ま
し
た
。

市　
場　
内　
は　
禁　
煙　
で　
す　
が　
、　
当　
初　
は　

「　
外　
な　
ら　
構　
わ　
な　
い　
」　
と　
ば　
か　
り　
、　
市　

場　
を　
一　
歩　
出　
れ　
ば　
タ　
バ　
コ　
の　
吸　
い　
殻　

が　
落　
ち　
て　
い　
ま　
し　
た　
。　
こ　
れ　
で　
は　
将　

来　
、　
魚　
に　
吸　
い　
殻　
が　
混　
入　
す　
る　
よ　
う　

な　
最　
悪　
の　
事　
態　
も　
招　
き　
か　
ね　
ま　
せ　
ん　
。　

最　
近　
に　
な　
っ　
て　
組　
合　
員　
の　
間　
に　
も　
こ　

う　
し　
た　
危　
機　
意　
識　
が　
浸　
透　
し　
、　
職　
場　

の　
リ　
ー　
ダ　
ー　
も　
「　
魚　
を　
扱　
う　
と　
き　
は　

タ　
バ　
コ　
を　
吸　
う　
な　
」　
と　
言　
い　
始　
め　
ま　

し　
た　
。　
新　
市　
場　
に　
触　
発　
さ　
れ　
、　
自　
立　

し　
た　
取　
り　
組　
み　
が　
進　
ん　
だ　
こ　
と　
で　
、　

組　
合　
員　
の　
食　
品　
衛　
生　
に　
対　
す　
る　
意　
識　

も
大
幅
に
向
上
し
た
の
で
す
。

浜　
住　
さ　
ん　
は　
、　
市　
場　
の　
将　
来　
像　
を　

次
の
よ
う
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

「　
今　
後　
の　
課　
題　
と　
し　
て　
は　
、　
魚　
の　
水　

揚　
げ　
か　
ら　
出　
荷　
ま　
で　
の　
ト　
ー　
タ　
ル　
な　

室　
温　
管　
理　
が　
あ　
げ　
ら　
れ　
ま　
す　
。　
現　
状　

の　
設　
備　
で　
は　
難　
し　
い　
面　
も　
あ　
り　
ま　
す　

が　
、　
高　
度　
衛　
生　
管　
理　
型　
市　
場　
を　
よ　
り　

理　
想　
に　
近　
づ　
け　
る　
た　
め　
に　
、　
検　
討　
を　

続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

的　
に　
供　
給　
し　
、　「　
な　
く　
て　
は　
な　
ら　
な　
い　

産　
業　
」　
と　
し　
て　
認　
知　
し　
て　
も　
ら　
う　
努　

力
が
必
要
に
な
っ
た
の
で
す
。

一　
方　
、　
魚　
の　
安　
定　
供　
給　
と　
い　
う　
面　

で　
は　
、　
国　
内　
産　
が　
減　
少　
す　
れ　
ば　
す　
ぐ　

に　
輸　
入　
魚　
が　
入　
っ　
て　
来　
る　
状　
況　
で　
あ　

り　
、　
消　
費　
者　
の　
間　
に　
魚　
の　
品　
不　
足　
に　

対　
す　
る　
不　
安　
は　
少　
な　
い　
の　
が　
実　
情　
で　

す　
。　
輸　
入　
魚　
と　
の　
差　
別　
化　
を　
図　
り　
、　

優　
位　
性　
を　
持　
っ　
た　
魚　
を　
供　
給　
し　
な　
け　

れ　
ば　
、　
漁　
業　
者　
は　
生　
き　
残　
れ　
な　
い　
時　

代
が
来
て
い
ま
す
。

「　
今　
後　
は　
、　
お　
い　
し　
さ　
だ　
け　
で　
な　
く　

『　
安　
全　
』　
を　
ア　
ピ　
ー　
ル　
で　
き　
る　
環　
境　
作　

り　
が　
大　
切　
で　
す　
。　
最　
近　
よ　
く　
耳　
に　
す　

る　
魚　
の　
ブ　
ラ　
ン　
ド　
化　
に　
し　
て　
も　
、　
安　
全　

と　
い　
う　
ベ　
ー　
ス　
が　
あ　
っ　
て　
初　
め　
て　
意　
味　

を
持　
つ　
と
魚
津
で
は
考
え
て　
い　
ま
す
」　

高　
度　
衛　
生　
管　
理　
型　
市　
場　
の　
設　
計　
は　
、　

す　
べ　
て　
手　
探　
り　
で　
し　
た　
。　
も　
ち　
ろ　
ん　
、　

H  
A  
C  
C  
P  
と　
い　
う　
基　
本　
的　
な　
枠　
組　

み　
は　
存　
在　
し　
て　
い　
ま　
し　
た　
。　
し　
か　
し　
、　

そ　
の　
理　
念　
を　
尊　
重　
し　
つ　
つ　
、　
個　
々　
の　

項　
目　
を　
具　
現　
化　
す　
る　
た　
め　
に　
採　
用　
し　

た　
手　
段　
（　
18
〜　
19  
ペ　
ー　
ジ　
参　
照　
）　
は　

す
べ
て
「
魚
津
流
」
で
す
。

「　
鮮　
度　
は　
魚　
の　
命　
で　
す　
。　
市　
場　
で　
の　

作　
業　
を　
だ　
ら　
だ　
ら　
や　
っ　
て　
い　
た　
の　
で　

は　
、　
衛　
生　
管　
理　
も　
意　
味　
が　
あ　
り　
ま　
せ　

ん　
。　
市　
場　
が　
大　
き　
く　
な　
り　
時　
間　
が　
か　

か　
る　
よ　
う　
に　
な　
っ　
た　
分　
、　
鮮　
度　
落　
ち　

を　
カ　
バ　
ー　
す　
る　
効　
率　
の　
よ　
い　
作　
業　
が　

求
め
ら
れ
ま
す
」

そ　
の　
た　
め　
、　
新　
市　
場　
の　
設　
計　
に　
は　

現　
場　
の　
漁　
業　
者　
や　
作　
業　
者　
の　
意　
見　
を　

大　
幅　
に　
取　
り　
入　
れ　
、　
現　
在　
で　
も　
現　
場　

か　
ら　
の　
注　
文　
に　
は　
可　
能　
な　
範　
囲　
で　
応　

え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

閉　
鎖　
型　
の　
新　
市　
場　
で　
は　
、　
船　
か　
ら　

降　
ろ　
し　
た　
魚　
を　
「　
そ　
の　
場　
で　
」　
売　
っ　
て　
い　

た　
時　
代　
に　
比　
べ　
、　
運　
搬　
作　
業　
な　
ど　
で　
三　

十　
分　
は　
余　
計　
に　
か　
か　
り　
ま　
す　
。　
こ　
の　

「　
三　
十　
分　
」　
が　
漁　
業　
者　
に　
と　
っ　
て　
は　
死　
活　

問　
題　
で　
す　
。　
流　
通　
側　
で　
消　
費　
地　
へ　
の　
到　

着　
時　
刻　
が　
決　
め　
ら　
れ　
て　
い　
る　
た　
め　
、　
そ　

れ　
だ　
け　
早　
く　
漁　
を　
終　
え　
て　
帰　
港　
す　
る　

必
要
が
あ
る
か
ら　
で
す　
。　

他　
の　
業　
種　
と　
異　
な　
り　
、　
魚　
は　
固　
定　

ゼ　
リ　
に　
な　
じ　
み　
ま　
せ　
ん　
。　
魚　
の　
状　
態　

を　
目　
で　
確　
か　
め　
な　
が　
ら　
、　
セ　
リ　
人　
と　

仲　
買　
人　
と　
が　
集　
団　
で　
移　
動　
し　
て　
セ　
リ　

を　
進　
め　
る　
た　
め　
、　
市　
場　
が　
広　
く　
な　
っ　

た　
結　
果　
、　
出　
荷　
に　
追　
い　
つ　
か　
な　
い　
ケ　

ー
ス
も
発
生
し
ま
し
た
。

「　
漁　
業　
者　
に　
は　
無　
理　
を　
言　
っ　
て　
対　
応　

し　
て　
も　
ら　
い　
ま　
し　
た　
が　
、　
市　
場　
側　
の　

対　
応　
に　
は　
手　
間　
取　
り　
ま　
し　
た　
。　
結　
局　
、　

関　
係　
者　
の　
協　
力　
を　
得　
て　
セ　
リ　
の　
開　
始　

時　
刻　
を　
従　
来　
よ　
り　
十　
分　
早　
く　
し　
た　
と　

こ　
ろ　
、　
双　
方　
の　
折　
り　
合　
い　
が　
つ　
き　
、　

現
在
は
運
営
も
安
定
し
て
い
ま
す
」

充
実
し
た
施
設
に

触
発
さ
れ
組
合
員
の

意
識
も
向
上

市
場
の
設
計
は

す　
べ　
て
が　
「
魚
津
流
」　

前
例
の
な　
い
施
設
だ
け
に

資
金
調
達
も
手
探
り
だ　
っ　
た

新
市
場
効
果
で
取
引
が
増
加

魚
価
も
上
昇
傾
向
に

表1 事業費の内訳
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高
度
衛
生
管
理
型
市
場

富
山
県
魚
津
市
魚
津
漁
業
協
同
組
合

高度衛生管理型市場を支える充実 した設備
――魚津おさかなランド
魚津漁協が誇る高度衛生管理型市場「魚津おさかなランド」。
魚の衛生管理を徹底するため、水揚げから仕分け、セリ、荷さばき、出荷に至るまで、
従来の市場とは一線を画す設備が用意されています。

市場全体の特徴

●閉鎖型施設
密閉構造とすることで、ネズミや鳥などの小動物の進入を

防いでいます。また、水揚げから出荷までの「ワンウェイ（一

方通行）方式」を採用し、衛生管理の徹底を図っています。

●排ガス防止
エンジン付きのトラックやフォークリフトの乗り入れを禁

止し、魚はすべて屋内専用の電動フォークリフトやハンドリ

フターで運びます。

●衛生管理
作業者の禁煙・禁飲食を徹底しています。また、従来は当たり前だった魚の加工（わ

たの取り出しなど）も全面的に禁止しています。

●港外からの取水設備
市場から港外に伸びる取水管と排水管を建設しました。

●洗浄施設を完備
全身用エアシャワーのほか、

手洗いや長靴洗浄を行う施設

を完備しています。トイレなど

への外出時も、再度市場に入る

際はこの入口を通る構造です。

●ひさしの設置
大型のひさしを設け、漁獲物の防雨、防雪、

遮光対策としています。また、防鳥ワイヤを併

用して鳥の飛来を防いでいます。

●高床式セリ場
高床式のセリ場です。仕分けゾーンや出

荷ヤードなど、外部と直接出入りのあるス

ペースは低床式として、明確なゾーニング

を行っています。低床部から高床部に移動

する場所には長靴の洗浄スペースを設け、

作業者の衛生意識の向上にも効果を上げて

います。

●魚の床置き禁止
魚や魚の入った容器を直接床に置くこと

を禁止しています。魚は必ず、輸送用パレ

ットを流用した台の上で扱います。衛生面

の配慮だけでなく、パレットごと運搬する

こともできるため、効率化にも貢献してい

ます。

●活魚展示エリア
セリ場の中で、活魚を扱う場

所を明確に区分しています。エ

リア内には配管が整備され、良

質な殺菌海水や冷海水をいつ

でも供給できます。

●紫外線殺菌
場内で使用する海水は、

港外取水によって良質な海

水を確保した上で、すべて

紫外線による殺菌処理を行

っています。

●冷海水
品質保持に特に効果的な冷海水

を利用できるよう、冷却設備や配

管を完備しています。冷海水は水

揚げ設備でのシャワーリングのほ

か、仕分けエリアや活魚展示エリ

アなどで利用されます。

●ろ過施設
場内から出る排水は、ろ過処理

を行った後に港外へ戻します。

●独立した荷さばきエリア
荷さばきも、セリ場とはカーテン

で仕切られた独立した区画で行って

います。入荷から出荷まで、魚は気

密性を保った空間で処理されます。

●ドックシェルターを使い
トラックで直接出荷
トラックを施設に直接つけて、魚を市

場外に持ち出すことなく積み込み、迅速

に出荷できます。

●冷蔵庫
時間外の水揚げがあった場合も衛生的

な対応を可能にするため、冷蔵設備を備

えて鮮度保持に努めています。

●独立した仕分けゾーン
仕分けゾーンは、セリ場とは壁で

隔てられています。出入口には自動

ドアを設置し、一定時間後に自動閉

となる機能も付いています。

●段差によるゾーニング
外部から魚を運び込んで仕分けをす

るスペースと、仕分け後にセリ場へ魚

を運び出すスペースとの間には四十㌢㍍

ほどの段差を設け、車両などの行き来

ができないようになっています。

●ホースリール
通常の殺菌海水と、品質保持に

効果的な冷海水の二本のホースを

完備しています。ホースリールは

天井収納型とし、ホースが床に散

乱して非衛生になるのを防ぎます。

●フィッシャーポンプ
漁船停泊用の岸壁から水揚げされた魚

は、フィッシャーポンプによって市場内

に運び込まれます。労働時間の短縮や省

力化につながるほか、魚の鮮度保持にも

効果的です。

●魚体選別機
漁獲物の規格化に対応するために導入

した魚体選別機は、魚の高付加価値化に

貢献しています。

作業者入口

仕分けゾーン

水揚げ

出荷ヤード

セリ場

殺菌海水 荷さばき出荷エリア 衛生管理設備
●独立した残さ処理施設

市場内で出る残さはゴミとして搬

出されます。保管や収集は壁で仕切

られた専用施設で行われ、収集前の

腐敗を防ぐため専用の冷蔵庫も用意

されています。

●容器洗浄保管庫
専用の容器洗浄施設を設け、水揚

げ容器の洗浄機を設置しています。

他の区画と遮断することで、洗浄汚

染の防止を図っています。
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生　
ま　
れ　
変　
わ　
っ　
た　
電
源
三
法
交
付
金
制
度

新たな交付金制度については

「電源立地制度の概要」に詳しく説明されています。ご活用ください。

●『電源立地制度の概要』のお問い合わせ先：財団法人電源地域振興センター　広報課

TEL 03-5562-9730  FAX 03-5562-9802
●下記ホームページ上で、この冊子のPDFデータがご覧いただけます。

■資源エネルギー庁　http://www.enecho.meti.go.jp
■財団法人電源地域振興センター　http://www.dengen.or.jp

※平成16年度版は、平成17年3月末発行を予定しております。

■電源三法交付金に関するお問い合わせ先：経済産業省　資源エネルギー庁　電力・ガス事業部　電力基盤整備課　電源地域整備室

TEL 03-3501-1749

―　
―
平
成
十
五
年
十
月
に
電
源
立
地
特
別
交
付
金
な
ど
主
要
な
交
付
金
等
が
統
合
さ
れ
、
電

源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
統
合
さ
れ
た
各
交
付
金
等
の
従
来
の
対
象

事
業
に
加
え
て
、
新
た
に
地
域
活
性
化
事
業
（
ソ
フ
ト
事
業
）
が
交
付
金
対
象
事
業
に
追
加

さ
れ
、
幅
広
い
事
業
が
実
施
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

統合された旧制度
●電源立地等初期対策交付金

●電源立地促進対策交付金
●電源立地特別交付金

●原子力発電施設等立地地域長期発展対策交付金

●水力発電施設周辺地域交付金
●電源地域産業育成支援補助（県事業、市町村事業）

新制度

電源立地地域対策交付金
交付対象事業

公共用施設
整備事業

道路、水道、スポーツ等施設、教育文化施設、医療施
設、社会福祉施設などの公共施設や産業振興施設の整備、
維持補修、維持運営のための事業

理解促進事業
先進地の見学会、研修会、講演会、検討会、ポスタ

ー・チラシ・パンフレットの制作等発電用施設などの理
解促進事業

福祉対策事業

医療施設、社会福祉施設などの整備・運営、ホームヘ
ルパー事業など地域住民の福祉の向上をはかるための事
業や福祉対策事業にかかわる補助金交付事業及び出資金
出資事業

給付金交付
助成事業

一般電気事業者などから電気の供給を受けている一般
家庭、工場などに対し、電気料金の実質的な割引措置を
行うための給付金交付助成事業

温排水関連
事業

種苗生産、飼料供給、漁業研修、試験研究、先進地調
査、指導・研修・広報、漁場環境調査、漁場資源調査、
漁業振興計画作成調査、温排水有効利用事業導入基礎調
査などの広域的な水産振興のための事業

企業導入・
産業活性化
事業

商工業、農林水産業、観光業などの企業導入の促進事
業並びに地域の産業の近代化及び地域の産業関連技術の
振興などに寄与する施設の整備事業や当該施設の維持運
営などのための事業

地域活性化
事業

地場産業支援事業、地域の特性を活用した地域資源利用
魅力向上事業等、福祉サービス促進事業、地域の人材育成
事業などの地域活性化事業

新たに設けられた「地域活性化事業」では以下の事業が交付対象となります。

地域特有の産品等の開発及び
普及その他地域の産業振興に

資する事業

○情報提供・発信事業
○特産品開発促進支援事業
○産業技術実証・導入事業
○地域内就業支援事業

特産品パンフレット等の作成

特産品開発のための講師招聘、工

場視察

就職情報交流会の開催　等

地場産業支援
事業

例

例

例

地域資源利用魅力
向上事業

地域の特性を活用して当該地域
の魅力を向上する事業

○情報提供・発信事業
○観光資源開発事業
○地域おこし事業
○伝統、芸術その他文化の保護・

継承事業
○イベント支援事業

観光パンフレット等の作成

観光地開発のための実地調査、ア

ンケート調査

伝統芸能フェスティバル、美術展

覧会の開催　等

地域の自然環境等の維持･保全
及び向上を図る事業

○情報提供・発信事業
○自然環境維持･改善事業
○地域森林整備事業
○景観整備事業
○公害防止事業
○リサイクル推進事業

河川、海などの汚染調査

希少動植物の保護、管理　等

環境維持・保全・
向上事業

例

例

地域における福祉サービスを
提供する事業

○情報提供・発信事業
○老人福祉事業
○身体障害者福祉事業
○育児支援事業
○保育事業
○医療施設、社会福祉施設等運営

事業

老人ホーム、託児所、保育所、病

院等の運営費

ホームヘルパー

福祉サービスに携わる職員の人件費

育児講習会の開催　等

福祉サービス提供
事業

例

例

例

例

地域住民の生活利便向上に
資する事業

○情報提供・発信事業
○住民参加活動支援事業
○地域内移動網運営事業
○広域行政活動促進事業
○公共用施設利用促進活動支援事業

地域巡回バス運行事業

情報提供ホームページ作成　等

生活利便性向上
事業

例

例

地域の人材育成に資する事業

○情報提供・発信事業
○能力涵養事業
○能力涵養施設等運営事業
○国際交流事業

国際シンポジウム、技術展示会、

先進技術研修会の開催

地元大学進学のための奨学金　等

人材育成
事業

例

例

例

例

例

活用事例をお寄せください。「地域のひろば」で取り上げさせていただきます。

［ ］外国人講師による英語教育推進事業
［新潟県柏崎市］

［ ］非常勤医師受け入れ事業
［北海道天塩町］［ ］観光パンフレット作成事業

［山梨県北杜市（旧須玉町）］［ ］深層水PR事業
［富山県］

［ ］コミュニティバス運行事業
［島根県松江市］［ ］道路周辺景観整備工事

［群馬県上野村］

植
栽　
し　
て　
い　
る　
の　
は　
ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア　
の　
方　
々　
で　
す　

地域活性化事業の創設
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棒
を
通
じ
て
手
元
に
伝
わ
る
粘
度
を
頼
り
に
、

そ
の
後
の
火
加
減
を
調
節
し
ま
す
。
こ
こ
だ
け

は
田
鹿
さ
ん
の
勘
と
経
験
が
頼
り
で
、
ま
だ
他

の
人
に
は
任
せ
ら
れ
ま
せ
ん
。

煮
上
が
っ
た
ら
型
に
入
れ
て
冷
や
し
ま
す
。

常
温
で
扇
風
機
の
風
を
当
て
、
あ
る
程
度
固
め

て
か
ら
冷
蔵
庫
に
入
れ
ま
す
。

「
常
温
と
冷
蔵
と
の
バ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
も
粘

り
具
合
が
変
わ
り
ま
す
。
単
純
な
だ
け
に
奥
が

深
く
、
ま
だ
研
究
の
余
地
が
あ
り
ま
す
」

受
賞
を
機
に
、
原
料
や
季
節
に
よ
る
違
い
を

抑
え
、
安
定
し
た
製
品
を
送
り
出
す
研
究
に
い

っ
そ
う
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
味
に
い
ち
ば
ん

厳
し
い
の
は
、
販
売
係
の
奥
様
だ
と
か
。

「
確
か
に
厳
し
い
で
す
が
、
味
覚
は
信
頼
し
て

い
ま
す
。
多
少
の
ロ
ス
は
出
て
も
、
妻
に
は
納

得
で
き
る
も
の
を
売
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
か

ら
ね
」

現
在
、
月
産
三
千
〜
四
千
パ
ッ
ク
。
今
の
ま

ま
の
手
作
り
で
、
倍
く
ら
い
ま
で
は
対
応
で
き

ま
す
。
機
械
化
す
れ
ば
大
量
生
産
も
可
能
で
す

が
、
味
が
落
ち
て
は
し
か
た
な
い
と
、
作
っ
た

分
だ
け
を
売
り
切
っ
て
い
ま
す
。

「
大
手
メ
ー
カ
ー
と
同
じ
も
の
は
作
り
ま
せ
ん
。

作
り
た
い
も
の
だ
け
を
作
っ
て
き
た
の
で
、
大

賞
と
い
う
形
で
世
に
認
め
ら
れ
た
う
れ
し
さ
も

ひ
と
し
お
で
す
」

言
葉
の
端
々
に
、
製
品
へ
の
愛
情
と
自
信
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。
現
在
、
店
の
売
上
は
麩
と
こ

ん
に
ゃ
く
、
と
こ
ろ
て
ん
が
九
割
以
上
で
す
が
、

今
後
は
え
ご
も
新
た
な
柱
に
し
た
い
そ
う
で

す
。
す
で
に
大
手
デ
パ
ー
ト
数
社
か
ら
引
き
合

い
が
あ
り
、
今
後
に
期
待
が
か
か
り
ま
す
。
え

ご
を
加
え
た
セ
ッ
ト
商
品
も
新
た
に
発
売
し
ま

し
た
。

「
売
上
だ
け
に　
こ
だ
わ
ら
ず　
、　
い　
い
原
料
を
た　
っ　

ぷ
り
使　
っ　
て　『
大
賞　
の
味
』　を
守
り
抜
く
。　
そ　
れ
が

私
た
ち　
の
願　
い　
で　
あ
り　
、　
責
任　
で　
も
あ
る
と
思　
っ　

て　
い
ま
す
」　

田
鹿
さ
ん
の
職
人
と
し
て
の
誇
り
が
、
一
流

の
味
を
支
え
続
け
て
ゆ
く
の
で
す
。
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全
国
か
ら
出
展
さ
れ
た
四
十
七
品
中
、
今
年

の
「
じ
ま
ん
市
大
賞
」
に
選
ば
れ
た
の
が
、
新

潟
県
糸
魚
川
市
に
あ
る
田
鹿
麩
店
の
「
え
ご
」

で
す
。
素
朴
な
味
わ
い
が
百
貨
店
の
バ
イ
ヤ
ー

や
流
通
関
係
者
に
高
く
評
価
さ
れ
、
当
日
の

販
売
も
好
調
で
し
た
。
同
店
の
五
代
目
当
主
・

田た

鹿じ

か

勝
三

か

つ

ぞ

う

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
こ
ん
な
素
朴
な
商
品
が
大
賞
に
選
ば
れ
る
な

ん
て
驚
き
で
す
」
と
い
う
田
鹿
さ
ん
。
壇
上
で

表
彰
を
受
け
て
も
、
ま
だ
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た

そ
う
で
す
。
え
ご
は
日
本
海
側
な
ど
に
伝
わ
る

伝
統
食
で
、
鳥
取
の
「
い
ぎ
す
」
や
福
岡
の

「
お
き
ゅ
う
と
」
の
ほ
か
、
秋
田
や
山
形
に
も

似
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
え
ご
草
と
い
う
海
藻

を
煮
詰
め
、
冷
や
し
て
固
め
た
だ
け
の
素
朴
な

味
で
、
刺
身
状
に
切
っ
て
酢
み
そ
で
い
た
だ
き

ま
す
。

田
鹿
麩
店
は
安
政
四
年
（
一
八
五
七
年
）
創

業
の
老
舗
で
す
。
え
ご
に
着
目
し
た
き
っ
か
け

は
、
各
地
の
物
産
展
で
「
新
潟
の
え
ご
は
な
い

か
」
と
引
き
合
い
が
あ
っ
た
こ
と
で
し
た
。
単

純
な
食
品
な
の
で
、
少
量
な
ら
新
し
い
機
械
が

な
く
て
も
作
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
約
五
年
間
か

け
て
製
法
を
工
夫
し
、
製
品
化
し
ま
し
た
。

「
え
ご
草
に
は
潜
っ
て
採
る
『
も
ぐ
り
』
と
さ

お
で
採
る
『
さ
お
』
が
あ
り
、
等
級
に
よ
っ
て

値
段
が
五
倍
以
上
も
違
い
ま
す
。
当
店
で
は
能

登
産
の
『
も
ぐ
り
』
の
中
で
も
最
高
級
品
だ
け

を
厳
選
し
ま
す
。
水
に
さ
ら
さ
な
い
た
め
色
が

黒
く
、
独
特
の
風
味
が
生
き
て
い
ま
す
」

原
料
は
絶
対
に
妥
協
し
な
い
と
い
う
田
鹿
さ

ん
。
雪
解
け
の
伏
流
水
を
利
用
す
る
糸
魚
川
の

水
も
、
え
ご
の
味
を
演
出
す
る
名
脇
役
。
硬
水

な
が
ら
多
様
な
成
分
が
含
ま
れ
た
名
水
で
す
。

製
法
は
至
っ
て
シ
ン
プ
ル
で
、
え
ご
草
を
三

十
分
煮
て
冷
や
す
だ
け
で
す
。
し
か
し
、
こ
の

わ
ず
か
な
時
間
に
田
鹿
さ
ん
の
創
意
工
夫
が
詰

ま
っ
て
い
ま
す
。

「
三
十
分
の
間
に
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
、
五
年

目
で
よ
う
や
く
分
か
り
ま
し
た
。
火
加
減
や
ふ

た
を
す
る
時
間
を
少
し

変
え
た
だ
け
で
、
味
が

ま
る
で
違
う
の
で
す
。

原
料
の
質
や
、
季
節
に

よ
っ
て
も
微
妙
に
調
節

し
ま
す
」

こ
ろ
合
い
を
見
て
ほ

ん
の
少
し
だ
け
練
り
、

日
本
最
大
の
物
産
展
は

今
年
も
大
盛
況

新
潟
県
糸
魚
川
市　
の　
「　
え　
ご　
」　
が　

じ　
ま　
ん　
市
大
賞　
を　
受
賞

老
舗　
が　
生　
ん　
だ　
新　
し　
い　
味

原
料　
は　
決　
し　
て　
妥
協　
し　
な　
い　

い
い
原
料
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た

手
作
り
の
味
を
守
り
抜
く

「
電
気　
の　
ふ　
る　
さ　
と　
じ　
ま　
ん　
市
」　を　
開
催
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お問い合わせ先

有限会社 かざま屋 田
た

鹿
じ か

麩
ふ

店
て ん

〒941-0058 新潟県糸魚川市寺町1-1-21

TEL 0255-52-0203 FAX  0255-52-2036

http://www1.ocn.ne.jp/̃tazika/

新大分発電所

電気のふるさとじまん市会場内におい

て、全国各地を襲った「台風による風水

害」や「新潟県中越地震」への義援金を

募りましたところ、多くの皆さまより総

額７０万８,７８１円が寄せられました。

(財)電源地域振興センターでは、１１月２２

日に日本赤十字社・渡辺赤十字社員課長

（写真右）へ、この浄財をお届けしてま

いりました。

皆さまから寄せられた
義援金を

お届けしました

単
純　
な　
だ　
け　
に　
奥　
が　
深　
い　

五
年　
か　
か　
っ　
て　
編　
み　
出　
し　
た　
製
法

去
る
十
一
月
十
九
日
（
金
）
か
ら
二
十

一
日
（
日
）
の
三
日
間
、
千
葉
市
の
日
本
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
幕
張
メ
ッ
セ
）

に
て
第
十
五
回
「
電
気
の
ふ
る
さ
と
じ
ま
ん

市
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。「
日
本
最
大

の
観
光
・
物
産
展
」
と
し
て
、
今
回
も
二
百

以
上
の
出
展
市
町
村
と
約
十
一
万
人
の
来

場
者
を
迎
え
ま
し
た
。

じ
ま
ん
市
は
、
電
源
地
域
市
町
村
の
特

産
品
の
販
路
拡
大
を
支
援
し
、
電
力
消
費

地
の
皆
様
に
電
源
地
域
の
振
興
と
社
会
的

役
割
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、
毎

年
開
催
し
て
い
ま
す
。
出
展
を
通
じ
専
門
家

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
り
、
百
貨
店
等
と

の
商
談
に
結

び
つ
け
た
り

す
る
こ
と
も

で
き
、
電
源

地
域
の
特
産

品
開
発
な
ど

に
ご
活
用
い

た
だ
い
て
い

ま
す
。
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第
二
十
二
回
電
源
立
地
促
進
功
労
者
表
彰

が
、
平
成
十
七
年
一
月
十
一
日
、
内
閣
総
理
大

臣
官
邸
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
表
彰
制
度
は

昭
和
五
十
六
年

の
総
合
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
推
進

閣
僚
会
議
の
了

承
の
も
と
に
設

け
ら
れ
、
電
源

立
地
に
特
に
功

労
が
あ
っ
た
地

方
公
共
団
体
の

長
等
を
、
内
閣
総
理
大
臣
お
よ
び
経
済
産
業
大

臣
が
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

中
川
経
済
産
業
大
臣
が
冒
頭
の
式
辞
で
、
原

子
力
発
電
所
の
安
全
性
や
環
境
へ
の
配
慮
等
に

つ
い
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
感
謝
状
等

授
与
の
後
、
小
泉
内
閣
総
理
大
臣
よ
り
三
氏
の

長
年
に
わ
た
る
電
源
立
地
に
対
す
る
功
績
に
敬

意
が
表
さ
れ
る
と
と
も
に
、
地
球
温
暖
化
防
止

対
策
と
し
て
も
、
今
後
原
子
力
発
電
は
ま
す
ま

す
重
要
で
あ
る
と
の
、
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

表
彰
式
終
了
後
に
は
、
表
彰
受
賞
者
の
記
念
撮

影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
津
本
郷
焼
は
、
一
五
九
三
年
に
若
松
城
主

蒲
生
氏
郷
公
が
城
郭
修
理
の
折
、
播
磨
国
（
兵

庫
県
）
か
ら
陶
工
を
呼
び
、
屋
根
瓦
を
焼
か
せ

た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

会
津
本
郷
焼
の
特
徴
は　
、　
同
じ
産
地
の
中
で

陶
器
･
磁
器
両
方
が
生
産
さ
れ
て　
い
る
と　
い
う

全
国
的
に
も
稀
な
産
地
を
形
成
し　
て
お
り　
、　
特

徴
の
違
う

十
七
の
窯

元
が
町
内

に
点
在
し
、　

街
並
み
を

散
策
し
な

が
ら
窯
元

め
ぐ
り
を

楽
し
む　
こ

と
が　
で
き

ま
す　
。　

三
月
二
十
日
か
ら
二
十
一
日
に
か
け
て
、
道

の
駅
み
な
み
波
賀
で
「
春
咲
ま
つ
り
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
地
元
で
採
れ
た
野
菜
や
果
物
を
販

売
す
る
「
メ
イ
プ
ル
青
空
市
」
で
は
、
早
春
の

味
覚
（
と
ち
餅
、
よ
も
ぎ
餅
等
）
や
山
菜
（
葉

わ
さ
び
、
ふ
き
の
と
う
等
）、
彼
岸
の
切
り
花

等
を
販
売
。
レ
ス
ト
ラ
ン
「
楓
の
里
」
で
は
、

早
春
限
定
料
理
「
春
の
味
覚
釜
飯
」
が
味
わ
え

ま
す
。
時
間

は
、
い
ず
れ

も
午
前
九
時

か
ら
午
後
七

時
ま
で
。
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■
ホ
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平
成
十
七
年
三
月
二
十
五
日
よ
り
愛
知
県
で

開
催
さ
れ
る
「
愛
・
地
球
博
」
に
あ
わ
せ
、
五

月
十
九
日
（
木
）
〜
二
十
三
日
（
月
）
の
五
日

間
、
名
古
屋
市
の
さ
さ
し
ま
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場

に
て
「
電
気
の
ふ
る
さ
と
じ
ま
ん
市
　
名
古
屋
」

を
開
催
し
ま
す
。
北
は
北
海
道
、
南
は
沖
縄
ま

で
八
十
カ
所
を
超
え
る
電
源
地
域
市
町
村
が
出

展
す
る
予
定
で
す
。
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

平
成
16
年
度

電
源
立
地
促
進
功
労
者
表
彰

電
源
地
域
か
ら
届
い
た

多
種
多
様
な
会
津
本
郷
焼
き

（
福
島
県

会
津
本
郷
町
）

道　
の　
駅　
み　
な　
み　
波
賀　「
春
咲　
ま　
つ　
り　
」　

（　
兵
庫
県

波
賀
町　
）　

「
電
源　
市
町
村
ト　
ッ　
プ　
セ　
ミ　
ナ　
ー　
」　

「
特
産
品
開
発
」　に　
関　
す　
る　
研
究
会　

を　
幕
張　
で　
開
催

「
電
気　
の　
ふ　
る　
さ　
と　
じ　
ま　
ん　
市

名
古
屋
」　

開
催　
の　
お　
知　
ら　
せ　

「
電
気
の
ふ
る
さ
と
じ
ま
ん
市
」
開
催
に
併
せ
、

二
つ
の
研
修
を
幕
張
で
開
催
し
ま
し
た
。

ま
ず
、「
電
源
市
町
村
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
は

十
一
月
十
八
日
に
市
長
村
長
等
二
十
一
名
の
参

加
者
の
も
と
、
福
島
学
院
大
学
の
下
平
尾
学
長

か
ら
「
地
方
分
権
社
会
に
お
け
る
自
治
体
運
営

の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
、
高
知
県
馬
路
村
の
上

治
村
長
か
ら
は
「
地
域
資
源
を
活
か
し
た
ブ
ラ

ン
ド
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、「
特
産
品
開
発
に
関
す
る
研
修
会
」

は
十
一
月
十
八
日
か
ら
十
九
日
ま
で
の
二
日

間
、
全
国
か
ら
七
十
九
名
の
参
加
者
の
も
と
、

地
域
特
性
を
活
か
し
た
特
産
品
の
開
発
に
つ
い

て
専
門
家
よ
り
講
演
を
い
た
だ
き
、
参
加
者
討

論
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

理
事
長
交
代
の
お
知
ら
せ

平
成
十
六
年
十
二
月
八
日
開
催
の
第
三
十
五
回

臨
時
理
事
会
に
お
い
て
、
平
成
十
六
年
十
二
月
九

日
か
ら
山
本

貞
一
が
第
三

代
理
事
長
に

就
任
い
た
し

ま
し
た
。

平成16年度の表彰受賞者

○内閣総理大臣表彰

北海道泊村長　佐
さ

藤
と う

淳一
じ ゅ ん い ち

（北海道電力㈱泊発電所３号機）

○経済産業大臣表彰

北海道共和町長　山本
や ま も と

榮二
え い じ

（北海道電力㈱泊発電所３号機）

新潟県聖籠
せ い ろ う

町長　渡邊
わ た な べ

廣吉
ひ ろ き ち

（東北電力㈱東新潟火力発電所４号系列）

理事長　山本貞一

小泉内閣総理大臣と中川経済産業大臣を中央に記念撮影。黄色いリボンの方々
が受賞者。前列左から山本氏、佐藤氏、渡　氏。

皆　
さ　
ま　
か　
ら　
の　「　
ふ　
る　
さ　
と　
じ　
ま　
ん　
」　を　
募
集　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

お
問　
い
合　
わ　
せ
先　

電
源
地
域
振
興　
セ　
ン　
タ　
ー　
企
画
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広
報
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昨年の広島での会場風景

特産品販売

早
春
限
定
料
理　「
春　
の
味
覚
釜
飯
」　


